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こ
の
ま
ち
で
　
　
く
輝

心
、
豊
か
に
生
き
る
と
い
う
こ
と



国
内
外
の
有
名
な
音
楽
家
が
霧
島
に
集
い
、
一
流

の
音
楽
を
奏
で
る
霧
島
国
際
音
楽
祭
。
文
化
協

会
主
催
の
文
化
祭
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
を
は
じ
め
、

各
種
団
体
が
主
催
す
る
合
唱
祭
や
演
奏
会
。
市
民
音
楽

祭
、市
民
参
加
型
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、美
術
展
、写
真
展
…
。

国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
１
階
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
さ
ま

ざ
ま
な
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
展
示
会
で
予
約
が
ぎ
っ
し

り
。霧

島
市
に
は
文
化
活
動
に
取
り
組
む
人
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。文
化
・
芸
術
に
ふ
れ
る
場
も
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
秋
に
は
、
全
国
各
地
で
各
種
の
文
化
活
動

を
行
っ
て
い
る
団
体
が
集
ま
り
、
発
表
・
競
演
・
交
流

す
る
国
内
最
大
の
祭
典
、「
国
民
文
化
祭
」
が
鹿
児
島

県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
霧
島
市
で
も
７
つ
の
事
業
が
展

開
さ
れ
、
さ
ら
な
る
文
化
の
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。今

回
の
特
集
で
は
、
そ
ん
な
霧
島
市
で
文
化
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
５
人
の
方
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

何
か
に
悩
ん
だ
り
、
現
状
に
く
す
ぶ
っ
た
り
し
て
い

ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
あ
な
た
の
一
歩
に
つ
な
が
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

CASE1

小さいころ、毎日母と近所を散歩して
いました。母は歌が好きで、いつも手を
つなぎ、一緒に歌いながら歩いていまし
た。

小学３年のとき、友人の誘いで少年少
女合唱団に入団。いろいろな学校から年
も違う人たちが集まっていて、引っ込み
思案な性格の私はうまくなじめるか不安
でした。うまく声が出せずに、月３回の
練習がつらかったこともあります。それ
でも諦めず、練習に励むうちに、少しず
つ大きな声が出るようになってきました。
普段は厳しい先生に褒められて、とても
うれしかったことを覚えています。

姉も入団し、いい練習相手ができまし
た。姉はソプラノ、私はアルトなので、
家でハーモニーの練習もできます。歌
うことが楽しくて、お風呂で大きな声で
歌ってしまうことも。

合唱団に入って、違う学校の友達、年
下の友達もできたし、ステージにあがっ
てもあまり緊張しなくなりました。小学
６年のときは学校の運動会で応援団長を
して、大きな声でみんなを驚かせました。
ピアノも太鼓も絵を描くことも大好きで

合
唱

私
に
元
気
と
勇
気
を
く
れ
た
歌

天
国
の
母
へ
届
け
た
い こ

の
ま
ち
で
　
　
く
輝

心
、
豊
か
に
生
き
る
と
い
う
こ
と

すが、合唱で大きくきれいな声が出たと
き、みんなの声が一つになったときの気
持ち良さは最高です。先生にも「入団し
たときより、ずっと表情がよくなった」
と言われます。

一つだけ心残りなことは、私と姉がス
テージで歌う姿を、母は一度も見られな
かったこと。合唱団に入ったころ、母は
病気で入退院を繰り返していて、私が小
学３年の12月に亡くなりました。悲し
くて、寂しくて、不安でいっぱいだった
けど、そんな気持ちを和らげてくれたの
は歌うことでした。歌っているときだけ
は、押し潰されそうな気持ちを忘れるこ
とができました。

合唱団の先生は「声を遠くに飛ばしな
さい」とよく言います。

私は天国の母にも聞こえるようにとお
腹から声を出します。

今は歌を歌うことができる環境に感謝
しています。合唱団の先生や友達、男手
一つでここまで育ててくれている父、普
段は恥ずかしくて言えないけど、ありが
とうの気持ちをこめて、これからも歌い
続けます。

霧島市少年少女合唱団は平成８年に結成され18年目を迎えます。
興味のある方、一緒に歌いませんか。合唱祭にもお越しください。
第７回霧島市少年少女合唱祭
◦日時＝平成26年3月23日（日）午後２時から　◦場所＝霧島市民会館
�問＝文化振興課  ☎（42）1119

霧
島
市
少
年
少
女
合
唱
団

国
分
南
中
学
校
１
年

岩い
わ

元も
と  

愛あ
い

さ
ん（
13
）

（
国
分
）

芸術の秋、文化の秋。

スポーツも読書も、食欲だって“秋”。

秋は私たち日本人が「充実した時間」を

過ごしたくなる季節です。

今回は「文化の秋」にスポットを当て、

文化活動で夢や生きがい、

仲間などを見つけた人たちの思いを紹介。

そこから見えてくる文化の魅力を探ります。

時を忘れて打ち込めるものがあると幸せですね。

皆さんは充実した時間を過ごしていますか。

文化の秋がやってきました。

今年３月に開催された第６回霧島市少年少女合唱祭
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CASE5 CASE3

CASE4 CASE2

南九州神
か ぐ ら

楽まつりを見るのが
大好きだった私は、５年前、神
楽講座に申し込みました。神楽
はもちろん踊りの経験もない私
にとって、歩き方や所作の一つ
一つが難しく、練習の日々でし
た。２年間講座を受講し、発表
会に出たときの感動は忘れられ
ません。その後すぐに霧島神楽
振興会に入り、今では会の一員
として練習に励んでいます。

神楽を始めるまで、介護と子
育ての日々を送っていました。
家族はとても大切な存在ですが、
自分の時間が持てず、二人の母
の世話に疲れてしまうときもあ
りました。そんなとき出会った
神楽。振興会の皆さんは温かく
迎えてくれました。熱心に指導
してくださり、今ではいくつか
の役で舞台に立てるようになり
ました。まだまだうまくできず
に、悔しい思いをすることもあ
りますが、ここが私の居場所。
私が輝ける場所だと感じていま
す。地元の歴史にも興味を持つ
ようになりました。この素晴ら
しい伝統文化を絶やすことなく
未来へ伝え、見る人の心を打つ
舞ができるようになりたいです。

18歳で兵隊として戦争に行
き、20歳からの２年間は満州で
捕虜生活を送りました。仲間は
ほとんど亡くなり、22歳でやっ
との帰国。喜んだのもつかの間、
戦後の暮らしは厳しく、朝から
夜まで働きづめの日々でした。

生活が落ち着いてきた50代
後半で始めたのが動画の撮影で
す。昭和59年からＭＢＣふる
さと特派員も務めています。動
画だけでなく、写真の楽しさに
も目覚めました。今では、一瞬
の美しい風景を逃さないように、
どこへ行くにもカメラを持ち歩
いています。いい作品を撮るた
めに、県内各地のイベントへ出
向いたり、険しい山や森の中に
入ったり。撮影は、体力はもち
ろん頭も使います。これが私の
元気で長生きの秘訣。毎年、文
化祭や展示会で作品を発表でき
ることも喜びです。

動画や写真を撮るようになっ
て、いろいろな物の魅力を発見
するようになりました。苦難の
時代があったからこそ、今の生
活の幸せを感じます。動画と写
真が私の生きがい。これからも
美しいものを撮り続けます。

36歳のとき、14年間の結婚
生活が終わりました。長い闘病
生活の末、夫が亡くなったので
す。それから２、３年は心に穴
があいたようで、自分が生きて
いるのかも分からないような
日々を過ごしていました。家族
や友人にも心配をかけました。

友人の誘いで絵画教室に入っ
たのが40歳のとき。もともと
絵が好きだった私はすぐにのめ
り込み、時間を忘れてひたすら
描く日が続きました。そのころ、
描いていたのは廃船や壊れた物
ばかり。今思うと、私の心が壊
れていたのだと思います。絵を
描く日々の中で、私は少しずつ
自分を取り戻していきました。
キャンパスに色を重ねるたびに、
心に溜めこんだ悲しみが少しず
つ吐き出されていったのだと思
います。色鮮やかな花を描きた
いと思えたとき、“私の心はま
だ生きている”と感じました。

今は絵の仲間と充実した日々
を過ごし、グループ展や個展の
開催を目標に頑張っています。
絵があったから私は前向きにな
れました。絵と共に歩んできた
人生。これからも描き続けます。

中学１年のときにダンスを始
め、高校でもダンス部に入りま
した。国分中央高校では、その
年に踊る創作ダンスの作品づく
りから自分たちで取り組みます。
テーマを考え、それについて勉
強。体験しないと分からないこ
とは実際にやってみます。衣装
も自分たちの手作りです。練習
は毎日３時間。部員と過ごす時
間が多く、ときには意見がぶつ
かることも。それでも一緒に悩
みや喜びを分かち合い、厳しい
練習に耐え、今では家族のよう
な存在です。キャプテンに選ば
れたときは、自分が部をまとめ
ていけるか不安でいっぱいでし
たが、みんなの支えがあって何
とか務めることができました。

創作ダンスは全身を使って自
分たちのメッセージを伝えるも
のです。チームの心を一つに踊
ることができたときは、その達
成感に涙があふれます。私はダ
ンスを通して、チームワークの
大切さを学び、自分を表現する
力を身に付け、何より自分に自
信が持てるようになりました。

私を成長させてくれたダンス
と仲間は一生の宝物です。

ダ
ン
ス

絵
画

動
画・
写
真

神
楽

こ
こ
が
私
の
輝
け
る“
居
場
所
”

老
後
の
人
生
に
花
を
添
え
る

か
ら
っ
ぽ
の
私
に
生
き
る
力
を
く
れ
た

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
力

伝
統
芸
能
を
伝
え
る

元
気
で
長
生
き
の
秘ひ

訣け
つ

絵
と
共
に
歩
ん
で
き
た
人
生

私
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
る
も
の

このまちで　　く輝
心、豊かに生きるということ

第13回国分中央高校ダンス部定期発表会を開催。
卒業生や子どもたちも出演します。ぜひご来場ください。
◦日時＝12月22日（日）午後１時30分～３時30分（予定）
◦場所＝霧島市民会館
�問＝国分中央高校  ☎（46）1535

招待作家としてきりしま美術展で作品を展示します。
◦会期＝10月5日(土)～18日(金)
◦場所＝国分シビックセンター

国分支部と牧園支部の文化祭で写真を展示します。
ぜひご覧ください。
（日時・場所はＰ7参照）

毎月、みやまコンセールで開催される「郷土芸能
の夕べ」に出演しています。
会員募集中です。一緒に神楽を楽しみませんか。
�問＝霧島神楽振興会会長【江口】☎（57）0163

国
分
中
央
高
校
ダ
ン
ス
部

宝ほ
う

満ま
ん

優ゆ

稀き

子こ

さ
ん（
18
）

（
国
分
）

下し
も

登の
ぼ
り

虎と
ら

男お

さ
ん（
87
）

（
霧
島
）

本ほ
ん

田だ

廣ひ
ろ

子こ

さ
ん（
66
）

（
横
川
町
）

霧
島
神
楽
振
興
会

尾お

谷た
に

小さ

百ゆ

合り

さ
ん（
48
）

（
隼
人
町
）

昨
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た
縄
文
シ
ティ
サ
ミ
ッ
ト
で
ダ
ン
ス
を
披
露

き
り
し
ま
美
術
展
で
展
示
す
る
作
品
を
仕
上
げ
る
本
田
さ
ん

気
に
な
る
も
の
が
あ
る
と
す
ぐ
に
撮
影
す
る
下
登
さ
ん

今
年
８
月
に
開
催
さ
れ
た
南
九
州
神
楽
ま
つ
り
で
は
２
つ
の
役
に
挑
戦

5  Kirishima City Public Relations, 2013.10, Japan 広報きりしま  4



芸術祭と文化祭を開催します
■第８回霧島市芸術祭
◦展示期間＝11月21日（木）12：00 ～ 27日（水）15：00
◦展示場所＝国分シビックセンター１階市民ギャラリー

■各支部文化祭
行事名 展示部門 舞台発表 連絡先

牧園支部
文化祭

10/20（日）
11:00 ～ 15:30

【みやまコンセール】

10/20（日）
12:50 ～ 16:00

【みやまコンセール】

牧園教育振興課
☎（76）2714

ふくふく
ふれあい
ふるさと
フェスタ

10/20（日）
10:00 ～ 15:00

【福山活性化センター】

10/20（日）
10:00 ～ 15:00

【福山活性化センター】

福山教育振興課
☎（56）2026

霧島
文化祭

10/26（土）9:00 ～
10/27（日）15:00

【霧島公民館】

10/27（日）
10:00 ～ 14:30
【霧島公民館】

霧島公民館
☎（57）0316

隼人支部
文化祭

10/27（日）
9:00 ～ 16:00
【隼人体育館】

10/27（日）
10:00 ～ 14:30

【隼人農村環境改善センター】

文化振興課
☎（42）1119

国分支部
文化祭

11/1（金）10:00 ～
11/3（日）16:00

【国分シビックセンター】

11/3（日）
10:00 ～ 16:00

【霧島市民会館】

文化振興課
☎（42）1119

溝辺
ふるさと

祭り

11/2（土）8:30 ～
11/3（日）16:00

【溝辺公民館（みそめ館）】

11/3（日）
10:00 ～ 14:00

【溝辺公民館（みそめ館）】

溝辺教育振興課
☎（58）3191

横川支部
文化祭

11/3（日）
9:00 ～ 15:00

【横川公民館】

11/3（日）
9:30 ～ 12:00
【横川公民館】

横川教育振興課
☎（72）1596

　 事　　業　　名

1 少年少女合唱の祭典

2 霧島ダンスの祭典

3 霧島演劇祭（ミュージカル）

4 食の祭典 in 霧島

5 そらの文化祭

6 霧島ジオツアー

7 神楽フェスタ

第30回国民文化祭・かごしま2015
全国各地で各種の文化活動を行っている団体などが集

まり、発表・競演・交流する国内最大の祭典が、平成27
年度、鹿児島県で開催。霧島市では７事業を開催します。
◦期日＝平成27年10月31日(土) ～ 11月15日(日)

〔霧島市開催事業〕

霧 島市文化協会は220団体、約3,000人の
文化を愛する会員で構成されています。

さまざまな分野で年代もばらばらですが、み
んな一生懸命活動しています。平成27年には
国民文化祭が鹿児島県で開催され、霧島市で
も７事業を実施予定。文化協会としても支部
を超えたつながりを強め、文化の素晴らしさ
を伝え、国民文化祭に向けて市全体を盛り上
げていきたいです。国民文化祭が霧島の文化
度をさらに高めるきっかけになることを期待
しています。皆さん、文化祭・芸術祭、そして
国民文化祭にぜひお越しください。

８
月
17
日
、
18
日
に
霧
島
市
民
会
館
で
上
演
さ
れ
た

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
大
隅
浪ろ

漫ま
ん

〜
１
３
０
０
年
の
時
空
を

超
え
て
〜
」
は
、
約
１
８
０
０
人
の
観
客
が
詰
め
か
け
、

大
成
功
を
収
め
ま
し
た
。
演
じ
た
の
は
“
き
り
し
ま
創

造
舞
台
”
に
属
す
る
小
学
生
か
ら
60
代
ま
で
の
市
民
約

60
人
。３
月
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
以
降
、週
３
回
の
ペ
ー

ス
で
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
市
民
参
加
型
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
か
ら
見
え
て
く
る
文
化
の
力
に
つ
い
て
、脚
本
・

演
出
を
手
が
け
た
㈲
劇
団
ド
リ
ー
ム
カ
ン
パ
ニ
ー
代
表

取
締
役
の
德
満
亮
一
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

豊
か
な
心
を
育
て
る
力

「
今
回
、
初
め
て
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
参
加
し
た
人
も

た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
緊
張
の
あ

ま
り
震
え
て
い
た
子
ど
も
が
練
習
を
重
ね
、
自
信
を
付

け
て
い
く
様
子
や
、
時
に
は
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
も
助
け

合
い
、
メ
ン
バ
ー
の
絆
が
深
ま
っ
て
い
く
様
子
が
見
て

取
れ
ま
し
た
。
仲
間
と
共
に
厳
し
い
練
習
を
乗
り
越
え
、

自
分
に
自
信
を
付
け
、
喝
采
を
浴
び
た
経
験
は
貴
重
で

す
。
公
演
が
終
わ
る
こ
と
は
新
た
な
ス
タ
ー
ト
。
彼
ら

は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
学
ん
だ
こ
と
を
心
の
糧
に
、
今
を

一
生
懸
命
生
き
て
い
ま
す
。
観
客
か
ら
も
う
れ
し
い
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。“
元
気
を
も
ら
っ
た
”“
勇
気

が
湧
い
た
”。
文
化
は
見
る
人
に
、エ
ネ
ル
ギ
ー
や
勇
気
、

一
歩
踏
み
出
す
力
を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
」

さ
ら
に
德
満
さ
ん
は
霧
島
市
の
文
化
の
活
性
化
に
も

期
待
を
寄
せ
ま
す
。

「
文
化
活
動
に
は
人
々
が
輝
け
る
舞
台
が
必
要
で
す
。

霧
島
市
の
文
化
活
動
は
、
ど
ん
ど
ん
盛
ん
に
な
っ
て
い

ま
す
。
今
回
の
公
演
に
は
企
業
や
行
政
の
協
力
が
あ
り

ま
し
た
。“
ス
ポ
ー
ツ
は
体
を
鍛
え
、文
化
は
心
を
耕
す
”

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
文
化
活
動
を
通
し
て
心
が
耕
さ

れ
、
豊
か
な
心
が
育
て
ら
れ
る
。
そ
ん
な
環
境
の
整
っ

た
“
文
化
の
ま
ち
、
霧
島
”
に
期
待
し
て
い
ま
す
」

文
化
。
そ
れ
は
と
て
も
幅
広
く
、
奥
深
い
も
の
。
そ

し
て
、
人
の
心
に
密
接
に
関
わ
る
も
の
。

文
化
活
動
の
入
口
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
一
歩
踏

み
出
す
こ
と
で
、
あ
な
た
の
心
を
支
え
、
満
た
し
、
育

て
て
く
れ
る
も
の
と
出
会
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

“文化のまち、霧島”を

㈲
劇
団
ド
リ
ー
ム
カ
ン
パ
ニ
ー

代
表
取
締
役

德と
く

満み
つ

亮り
ょ
う

一い
ち

さ
ん（
51
）

PROFILE
隼人町出身。宮内小学校、隼人中学校、国分高等学校、
西南学院大学卒業。20歳で演劇活動を開始し、29歳で劇
団ドリームカンパニーを設立。福岡県を中心に九州各地で
舞台公演やテレビ・ラジオ出演など多忙な日々を過ごす。

霧
島
市
文
化
協
会
会
長

永な
が

山や
ま

作さ
く

二じ

さ
ん（
65
）（
溝
辺
町
）

目
指
し
て

このまちで　　く輝
心、豊かに生きるということ

※具体的な内容は今後協議されます。
かごしまPRキャラクター ぐりぶー
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霧 島 か わ ら 版

芸術の秋、
市役所で彫刻展

第一幼児教育短期大学教授で霧
島市在住の彫刻家、上床利秋さん

（55）の彫刻展が９月21日から国分
シビックセンターで開催されまし
た。屋内外のスペースに展示され

たのは、総重量約10㌧にもなる石、ブロンズ、木、テラコッタなどでつ
くられた全63作品。初日はギャラリートークもあり、多くの観客が訪れ
ました。上床さんは「霧島市での作品発表は初めて。のみ一本一本に思い
を込めて彫っているので、近くで見て、さわって、作品を感じてほしい」
と話していました。屋内展示は10月２日に終了、屋外展示は10月20日まで。

霧島市に
スーパーアリーナを

県は平成32年の鹿児島国体に
向け、鹿児島市に建設する予定
だった県総合体育館について、計
画の再検討を決めました。これを
受け、霧島商工会議所、霧島市商

工会の経済団体などが「県営スーパーアリーナ」霧島誘致期成会を結成
し、県所有の約14㌶ある鹿児島臨空団地への誘致を目指す決起大会を
９月24日、市民会館で開きました。建設候補地は鹿児島空港の隣接地で、
陸と空の玄関口として国内外からのアクセスに優れています。大会には
約800人が集まり、一致団結して誘致を実現しようと気勢を上げました。

白熱の
ビーチサッカー大会

今年で10回目になるKFAビーチ
サッカー大会が９月14、15日、国
分キャンプ海水浴場で開催されま
した。大会は12歳以下や一般など
４つの部門で競われ、県内各地か

ら46チーム、約400人の選手が参加。試合前には参加者全員で海岸清掃
を行い、桜島を臨む開放的なロケーションでの選手たちのプレイに観客は
大いに湧いていました。鹿児島市から参加した野間口剛

つよ

士
し

さん（24）は「ビ 
ーチサッカーの醍

だい

醐
ご

味
み

は、砂の上ならではの迫力あるアクロバティックな
プレイ。目の離せないスピーディーな展開も見てほしい」と話しました。

交通安全運動を前に
PR

街頭でドライバーに交通安全を
呼びかける「霧島セーフティー
ウェーブ作戦」が９月20日、パー
クプラザ前交差点から国分駅入口
交差点にかけてありました。

この作戦は９月21日から30日に実施される秋の全国交通安全運動のPR
を目的に行われ、霧島警察署の交通安全キャラクター「霧えもん」をはじ
め、市内のサービス業、建設業など約50団体180人が参加。交通安全標
語の書かれたのぼり旗が、さながら波のように沿道を彩り、信号待ちのド
ライバーが目を留めると、参加者は交通ルールを守るよう呼びかけました。

木
の
下
で
落
雷
に
遭
う
方
は
こ
の

側
撃
雷
に
よ
る
も
の
で
す
。

車
や
建
物
の
中
に
避
難
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
木
造
住
宅
は
基

本
的
に
は
安
全
で
す
が
、
電
気
器

具
や
壁
、
天
井
か
ら
１
㍍
以
上
離

れ
れ
ば
さ
ら
に
安
全
で
す
。

高
い
木
や
電
柱
の
近
く
は
側
撃

雷
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
最
低
で

も
４
㍍
以
上
は
離
れ
、
姿
勢
を
低

く
し
て
く
だ
さ
い
。

自
然
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
普
段
か
ら
天
気
予

報
や
気
象
庁
が
出
す
警
報
な
ど
を

確
認
し
て
、
安
全
な
場
所
に
早
め

に
避
難
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

集
中
豪
雨
や
竜
巻
、
雷
な
ど
全

国
各
地
で
異
常
気
象
と
も
い
え
る

現
象
が
起
き
て
い
ま
す
。

最
近
各
地
で
被
害
を
も
た
ら
し

て
い
る
竜
巻
と
雷
の
対
策
に
つ
い

て
お
伝
え
し
ま
す
。

竜
巻
は
県
内
で
も
21
個

９
月
２
日
に
埼
玉
県
と
千
葉
県

で
竜
巻
が
発
生
。
約
70
人
が
重
軽

傷
を
負
い
、
約
５
５
０
棟
の
建
物

が
損
壊
し
ま
し
た
。

昨
年
５
月
に
は
茨
城
県
つ
く
ば

市
で
も
竜
巻
が
発
生
。
中
学
生
が

壊
れ
た
建
物
の
下
敷
き
に
な
り
、

亡
く
な
る
ほ
か
、
約
２
４
０
０
棟

の
建
物
に
被
害
が
で
ま
し
た
。

気
象
庁
に
よ
る
と
平
成
19
年
か

ら
24
年
の
間
で
、
国
内
で
は
年
平

均
24
個
の
竜
巻
が
陸
上
で
発
生
。

鹿
児
島
県
で
は
平
成
３
年
か
ら
24

年
の
間
で
21
個
陸
上
で
発
生
し
て

お
り
、
沖
縄
や
北
海
道
な
ど
に
次

い
で
５
番
目
に
多
い
数
で
す
。

竜
巻
に
遭
遇
し
た
人
か
ら
は

「
飛
散
物
が
筒
状
に
舞
い
上
が
る

の
を
見
た
」「
い
つ
も
の
風
の
音

と
は
違
う
ゴ
ー
と
い
う
音
が
し

た
」「
気
圧
の
変
化
で
耳
に
異
常

を
感
じ
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

竜
巻
の
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
な

ど
は
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
時

期
的
に
は
９
、
10
月
が
多
く
、
今

後
も
警
戒
が
必
要
で
す
。

埼
玉
県
な
ど
の
被
害
を
見
る
と
、

建
物
の
倒
壊
や
割
れ
た
窓
ガ
ラ
ス

に
よ
る
被
害
が
多
く
、
頑
丈
な
建

物
に
避
難
し
、
雨
戸
や
カ
ー
テ
ン

を
閉
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

雷
は
４
㍍
以
内
も
危
険

９
月
４
、
５
日
、
市
内
各
地
で

落
雷
が
発
生
。
ほ
ぼ
２
日
間
続
い

た
落
雷
で
停
電
や
ぼ
や
な
ど
の
被

害
が
あ
り
ま
し
た
。
隼
人
町
嘉
例

川
で
は
、
近
く
の
電
柱
に
落
ち
た

落
雷
で
人
が
吹
き
飛
ば
さ
れ
る
事

故
も
起
き
、
軽
傷
で
済
み
ま
し
た

が
、
自
然
災
害
の
怖
さ
を
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。

雷
は
ど
こ
に
落
ち
る
か
分
り
ま

せ
ん
。
高
い
も
の
を
通
っ
て
落
ち

る
傾
向
が
あ
り
、
周
辺
に
何
も
な

い
広
い
場
所
で
は
、
人
に
落
ち
る

可
能
性
が
あ
る
の
で
早
め
の
避
難

が
必
要
で
す
。

周
り
に
高
い
も
の
が
あ
る
か
ら

と
い
っ
て
も
安
心
は
で
き
ま
せ
ん
。

木
な
ど
に
落
ち
た
雷
が
付
近
の
人

や
物
に
放
電
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
「
側そ

く

撃げ
き

雷ら
い

」
と
い
い
、

CIVIC
NEWS

竜
巻
・
雷
に
注
意

あ
な
た
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
身
を
守
る
行
動
を
と
れ
ま
す
か

急
な
災
害
か
ら
身
を
守
る

　事前に天気予報を確認し、天候が悪くなる場
合は登山をしないようにしてください。もし、
急な天候の変化で雷雨などに遭遇したら直ちに
頂上、尾根から遠ざかり、くぼ地などで低い姿
勢をとるか、木などから４㍍以上離れた場所に
避難し、状況を見ながら下山してください。

　建物や車などの安全な場所に避難。近くに避
難場所がない時は、くぼ地などで低い姿勢を
とってください。農機具は体から離し、トラク
ターなどからは降りてください。

　ゴルフクラブは立てずに、または、その場に
置いて建物の中に避難。木などからは４㍍以上
離れるか、くぼ地などで低い姿勢をとってくだ
さい。

落雷から身を守る
ための対処法

竜巻に遭遇した人からは次のよう声を聞きます。このような場合には、あなたの
身に危険が迫っています。◦雲の底から地上に伸びる漏

ろ う

斗
と

状の雲を見た。◦飛散
物が筒状に舞い上がるのを見た。◦ゴーという音がしたのでいつもと違うと感じ
た。◦気圧の変化で耳に異常を感じた。など。十分に注意してください。

竜巻が身近に迫ったら竜巻が身近に迫ったら
すぐに身を守るための行動をとってください

ゴ
ル
フ
場

農
作
業

登
山

気象庁HPより
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イベント名 日　　時［対　象］ 場　　所
幼児と小学生のためのおはなしの部屋

（りんごの木） 11月 2日（土）10：30 ～ 11：30

国分図書館赤ちゃんとわらべうた・えほんのへや
（りんごの木） 11月 4日（月）10：30 ～ 11：00

ほるとの森おはなし会 10月12日（土）、26日（土） 14：00 ～ 14：30

おはなしの部屋
11月 1日（金）11：00 ～ 11：30［赤ちゃん］
11月 7日（木）16：00 ～ 16：30［幼児］
10月20日（日）11：00 ～ 11：30［幼児･小学生］ 隼人図書館

語りの部屋（語りの会あもり） 10月13日（日） 、11月10日（日） 11：00 ～ 11：40

おはなし会（おはなしの会「さんぽ道」） 10月19日（土）14：00 ～ 15：00 横川図書室

お話の時間（紙ふうせん） 10月21日（月）15：30 ～ 16：30 霧島図書室

※国分図書館のイベントは健康マイレージ対象事業です。

祈
り
の
幕
が
下
り
る
時
／
東
野
圭
吾

傷
／
堂
場
瞬
一

昼
田
と
ハ
ッ
コ
ウ
／
山
崎
ナ
オ
コ
ー
ラ

ゼ
ツ
メ
ツ
少
年
／
重
松 

清

検
察
側
の
罪
人
／
雫
井
脩
介

十
一
月
に
死
ん
だ
悪
魔
／
愛
川 

晶

明
治
・
妖
モ
ダ
ン
／
畠
中 

恵

昭
和
の
犬
／
姫
野
カ
オ
ル
コ

ミ
ー
コ
の
宝
箱
／
森
沢
明
夫

か
の
名
は
ポ
ン
パ
ド
ー
ル
／
佐
藤
賢
一

毎
日
の
台
所
／
松
村
眞
由
子

で
ん
し
ゃ
が
き
た
／
鈴
木
ま
も
る

魔
女
が
ま
ち
に
や
っ
て
き
た
／
村
上 

勉

お
つ
き
さ
ん
の
ぼ
う
し
／
黒
井 

健

お
か
し
／
な
か
が
わ
り
え
こ

ま
ち
の
じ
ど
う
し
ゃ
レ
ー
ス
／
た
し
ろ
ち
さ
と

白
い
紙
で
で
き
た
小
さ
な
家
に
、
白
い
紙

か
ら
生
ま
れ
た
む
す
め
が
住
ん
で
い
た
。

む
す
め
は
気
球
や
船
、
レ
ー
ス
飾
り
の
ド

レ
ス
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
切
り
ぬ

く
が
…
。
美
し
い
切
り
絵
絵
本
。

紙
の
む
す
め

江
上 

剛
　
作

フ
ィ
ル
ム
需
要
が
激
減
し
、
日
本
写
真

フ
イ
ル
ム
に
未
曾
有
の
危
機
が
訪
れ
よ

う
と
し
て
い
た
。
窓
際
族
の
中
高
年
が

創
ろ
う
と
し
た
の
は
な
ん
と
化
粧
品
！

社
内
外
の
白は
く

眼が
ん

視し

を
よ
そ
に
、
彼
ら
は

必
死
の
挑
戦
を
繰
り
返
す
が
…
。

断
固
と
し
て
進
め

柳
田
国
男
の
名
著
「
遠
野
物
語
」
か
ら

怖
く
て
面
白
く
て
印
象
的
な
７
話
を

選
び
、
さ
し
絵
を
入
れ
て
膨
ら
ま
せ
た
、

世
代
を
問
わ
ず
に
味
わ
え
る
新
釈
本
。

宗
任
雅
子
　
作

ナ
オ
ミ
・
シ
ャ
ピ
ラ
　
作

１
９
８
０
年
代
ま
で
世
界
か
ら
注
目
さ

れ
る
高
成
長
、
安
定
し
た
雇
用
と
物
価

水
準
な
ど
、
模
範
的
だ
っ
た
日
本
経
済

が
な
ぜ
長
期
停
滞
に
陥
っ
た
の
か
。
そ

の
要
因
を
ひ
も
と
く
。

八
代
尚
宏
　
作

日
本
経
済
論・入
門

遠
野
も
の
が
た
り

図書館へ行こう
http://www.lib-kirishima.jp/

新

紹

介

刊

霧島市立図書館に
おいでください。

国分図書館／☎64-0918
隼人図書館／☎43-7574
溝辺図書室／☎58-3191
横川図書室／☎72-1596
牧園図書室／☎78-3349
霧島図書室／☎57-0316
福山図書室／☎56-2026

霧島市７か所の図書館（室）で
本が借りられます。

イベン
ト案内

えほんとわらべうたの会

◦ 日時＝11月7日（木）･14日（木）午前10時

30分～ 11時30分

◦場所＝隼人農村環境改善センター会議室

◦対象＝親子（2･3歳児対象）20組

◦講師＝細川真弓先生　

※申し込みが必要です。

�問・�申＝隼人図書館  ☎（43）7574

国分図書館読書まつり

本からはじまる学
習活動推進運動

◦ 日時＝11月10日（日）午前９時45分～午

後3時
◦ 場所＝国分図書館･メディアセンター

◦ 内容＝お話し会･本のリサイクル市･映画

など
�問＝国分図書館  ☎（64）0918
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か
も
う
と
し
、
負
け
る
時
は
背
中
か
ら
豪

快
に
土
の
上
へ
転
が
る
子
ど
も
も
。
ま
わ

し
は
つ
け
ま
せ
ん
が
、
男
の
子
に
負
け
ま

い
と
参
加
す
る
女
の
子
た
ち
。
小
さ
な
力

士
た
ち
の
必
死
の
取
り
組
み
に
観
衆
の
拳

に
も
思
わ
ず
力
が
入
り
ま
す
。
順
番
待
ち

の
子
ど
も
た
ち
も
勝
負
の
行
方
を
固か

た
ず唾
を

飲
ん
で
見
守
り
ま
す
。

相
撲
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
子
ど
も
た

ち
や
観
衆
を
眺
め
、
川
畑
さ
ん
は
「
祭
り

の
よ
う
な
に
ぎ
や
か
さ
は
無
く
な
っ
て
も

牧
神
相
撲
の
熱
気
は
今
も
昔
の
ま
ま
で

す
。
私
た
ち
大
人
も
子
ど
も
た
ち
の
毎
年

の
成
長
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
に
は
、
裸
で
ぶ
つ
か
り
合
っ
た
今

日
の
思
い
出
を
忘
れ
ず
、
ふ
る
さ
と
の
伝

統
を
残
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
目
を
細

め
ま
す
。

多
く
の
子
ど
も
た
ち
の
記
憶
に
残
っ
て

き
た
「
牧
神
相
撲
」。
今
年
の
子
ど
も
た

ち
に
も
一
生
の
思
い
出
が
き
っ
と
「
の
こ

っ
た
」
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

記
憶
に
残
る
一
番
を

ふ
る
さ
と
の
伝
統
相
撲

◎
永
水
小
学
校
６
年
生

寺
田 

優ま
さ

斗と

君
（
11
）

妙見神社奉納相撲
牧
まき

神
がみ

相撲

は
っ
け
よ
い
、
の
こ
っ
た
」。
行
司

の
掛
け
声
と
同
時
に
、
子
ど
も
た

ち
は
一
生
懸
命
に
相
撲
を
と
り
ま
す
。

霧
島
の
永
水
地
区
に
あ
る
妙
見
神
社
で

は
、
大
正
２
年
か
ら
当
時
流
行
し
た
疫
病

を
鎮
め
る
た
め
、
毎
年
秋
分
の
日
に
奉
納

相
撲
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
神
社
の
あ
る

地
域
の
名
前
か
ら
地
元
で
は「
牧
神
相
撲
」

と
呼
ば
れ
、
今
年
も
９
月
23
日
、
神
事
の

後
に
、
境
内
に
作
っ
た
土
俵
で
相
撲
大
会

が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
の
は
、
永
水

小
学
校
の
児
童
18
人
と
大
人
６
人
。「
昔

は
参
加
者
や
見
物
客
も
多
く
、
露
店
も
並

ん
で
お
祭
り
の
よ
う
で
し
た
」
と
永
水
地

区
自
治
公
民
館
副
館
長
の
川
畑
繁
さ
ん

（
60
）
は
少
し
寂
し
そ
う
に
当
時
の
こ
と

を
振
り
返
り
ま
す
。

今
も
昔
も

参
加
者
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
相

撲
を
と
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
は
、
今
も
昔

も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
懸
命
に
ま
わ
し
を
つ

毎年この行事に参加して今
年で６回目になります。学校
の授業では体育が好きなの
で、まわしを巻いて土俵で相
撲ができるこの日を毎年楽し
みにしています。負けず嫌い
な性格なので、相撲でも負け
たくありません。今年は中学
生の参加がなくて残念でした
が、初めて目標にしていた３
人抜きができ、とてもうれし
かったです。日ごろ仲のいい
地域の先輩・後輩や友達と１
対１の真剣勝負ができるのが
牧神相撲のいいところ。大人
になっても参加して、地域の
伝統行事である牧神相撲を盛
り上げたいです。

土俵の上で熱戦を繰り広げる子どもたち

i
n

t
r

o
d

u
c

t
i

o
n



ピアノが奏でる新たな出会い

※ストリートピアノ＝誰で
も自由に弾けるよう商店
街などに設置されたピア
ノ。国分のストリートピア
ノは隼人工業高校美術
部の生徒が「不思議の国
のアリス」をイメージしてペ
イントしたもの。物語で
アリスがいろいろなキャ
ラクターと出会うように、
ピアノが新しい出会いへ
と誘うように願って。 細かな表現ができるように書き込まれた練習用の楽譜
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国
分
パ
ー
ク
プ
ラ
ザ
の
市
民
広
場
に
あ
る
※

ス
ト
リ
ー

ト
ピ
ア
ノ
で
、い
き
も
の
が
か
り
の
「
あ
り
が
と
う
」

な
ど
最
近
の
流
行
曲
か
ら
シ
ョ
パ
ン
作
曲
の
「
バ
ラ
ー
ド
」

な
ど
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
難
曲
ま
で
、
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
自
分

の
好
き
な
メ
ロ
デ
ィ
の
曲
を
弾
い
て
い
る
の
は
、
牧
之
原
養

護
学
校
高
等
部
２
年
生
の
岡
留
将ま

さ

隼と

君
（
16
）。
そ
の
傍
ら

に
は
母
・
洋
子
さ
ん
の
姿
も
。

将
隼
君
は
生
後
６
か
月
の
と
き
に
心
臓
の
手
術
を
受
け
、

そ
の
後
、
知
的
障
害
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。「
治

る
こ
と
は
な
い
と
知
ら
さ
れ
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
少
し
で
も

良
く
な
ら
な
い
か
と
遠
く
の
療
育
所
に
も
通
い
ま
し
た
」
と

洋
子
さ
ん
。
思
い
悩
む
日
々
を
送
る
中
、
将
隼
君
が
音
に
敏

感
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
１
歳
半
の
こ
ろ
、
３
歳
年

上
の
姉
の
た
め
に
父
親
の
進
さ
ん
が
買
っ
た
キ
ー
ボ
ー
ド
に

興
味
を
持
つ
と
、
毎
日
時
間
さ
え
あ
れ
ば
触
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

そ
し
て
４
歳
の
あ
る
日
の
こ
と
。
い
つ
も
の
よ
う
に
キ
ー

ボ
ー
ド
の
デ
モ
演
奏
曲
「
星
に
願
い
を
」
が
聞
こ
え
て
き
た

と
思
っ
た
洋
子
さ
ん
が
送
っ
た
視
線
の
先
に
は
、
自
ら
ピ
ア

ノ
を
弾
い
て
い
る
将
隼
君
の
姿
が
。
耳
を
頼
り
に
音
を
覚 

え
、
い
つ
の
間
に
か
デ
モ
演
奏
と
同
じ
よ
う
に
弾
け
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
小
学
４
年
に
な
る
と
担
任
の
先
生

か
ら
ピ
ア
ノ
の
指
導
を
受
け
、
楽
譜
も
す
ぐ
に
読
め
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
小
学
６
年
か
ら
は
ピ
ア
ノ
教
室
に
通
い
、
発

表
会
を
目
標
に
練
習
す
る
よ
う
に
な
り
、
昨
年
は
鹿
児
島
市

の
街
な
か
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

「
将
隼
は
本
当
に
音
楽
が
好
き
で
、
い
つ
も
ピ
ア
ノ
に
触

れ
て
い
た
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
の
こ

と
も
当
然
気
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
自
分
の
物
で
な

い
ピ
ア
ノ
を
勝
手
に
弾
い
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
た
よ
う
で
、

い
つ
も
眺
め
る
だ
け
で
し
た
」
と
笑
い
ま
す
。

し
か
し
そ
の
日
は
い
つ
も
と
違
い
、
楽
し
そ
う
に
ス
ト

リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
い
る
人
の
様
子
を
ず
っ
と
眺
め
て

い
ま
し
た
。「
や
っ
ぱ
り
弾
き
た
い
ん
だ
」
と
思
い
、
洋
子

さ
ん
は
将
隼
君
の
手
を
引
い
て
思
い
切
っ
て
声
を
掛
け
る
と
、

弾
い
て
い
た
方
は
快
く
譲
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
将
隼
君
は
い

つ
も
眺
め
る
だ
け
だ
っ
た
ピ
ア
ノ
を
弾
け
る
喜
び
を
一
身
に

ピ
ア
ノ
に
ぶ
つ
け
ま
す
。
最
初
に
弾
い
て
い
た
人
た
ち
は
た

ち
ま
ち
そ
の
演
奏
の
と
り
こ
に
。演
奏
の
後
、拍
手
を
も
ら
っ

た
将
隼
君
は
素
直
に
う
れ
し
そ
う
に
笑
い
ま
し
た
。
そ
れ
が

ピ
ア
ノ
を
通
し
て
新
た
な
出
会
い
が
生
ま
れ
た
初
め
て
の
瞬

間
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
も
弾
く
た
び
に
、
通
り
す
が
る
人
た

ち
が
立
ち
止
ま
り
、
演
奏
に
耳
を
傾
け
、
中
に
は
「
上
手
だ

ね
」
と
話
し
掛
け
て
く
る
人
も
い
ま
す
。

ピ
ア
ノ
を
弾
く
将
隼
君
の
傍
ら
で
洋
子
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

「
こ
れ
ま
で
将
隼
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
話
す
こ
と
が
苦
手
で
も
音
楽
が

人
と
人
の
心
を
結
ん
で
く
れ
る
。
音
楽
と
ピ
ア
ノ
が
人
生
を

豊
か
に
し
て
く
れ
る
こ
と
を
将
隼
は
知
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

こ
と
を
ほ
か
の
人
に
も
知
っ
て
ほ
し
い
の
だ
と
思
い
ま
す
」

音
の
美
し
さ
や
楽
し
さ
と
一
緒
に
「
人
を
惹ひ

き
つ
け
る
」

力
を
持
つ
音
楽
。
そ
の
魅
力
を
一
人
で
も
多
く
の
人
に
伝
え

た
く
て
、
将
隼
君
は
ピ
ア
ノ
を
弾
き
続
け
ま
す
。

THE SCENE

霧島に生きる

s
l

o
w

 
l

i
f

e

岡留将隼君（16）
小学５年のときに初めて障がい
者対象のコンサートへ出演。そ
の後多くの演奏会を経験。11
月３日には川原小学校でのイベ
ントへ出演。好きな作曲家はド
ビュッシー。国分川原在住。両
親と２人の姉の５人家族。



〈作り方〉	 ① �ニンジン、ダイコンはいちょう切
り、クリは皮をむいて半分に切る。

� ② �水に鶏肉、ダイコン、ニンジン、
クリを入れて煮込む。

� ③ �アクを取ってからマイタケ、シメ
ジを入れて、柔らかくなるまで
煮込む。

� ④ 最後に薄口しょうゆを入れる。

〈作り方〉	 ① 渋皮を残して固い皮をむく。
� ② �水の入った鍋に①を入れて煮立ってきたら弱火にして重曹を入れて５分

ぐらい煮る。
� ③ ②のお湯を捨て、クリを水で洗う。
� ④ �鍋に水とクリを入れ、煮立ったらお湯を捨て、それを４、５回繰り返す。
� ⑤ �クリと砂糖だけを鍋に入れ、弱火で砂糖を溶かす。少ししてからラム酒

を入れ、こげそうな時は少し水を入れる。
� ⑥ �砂糖が溶けたら火を消し、一晩おく。（２、３日目が瀧ケ平さんのおす

すめ。冷凍庫に入れておくと半年はもつ）
※�一般向けにしたレシピ。瀧ケ平さんの渋皮煮は、もう少し砂糖を少なめにし、ク
リの味を生かしたもの。お好みで調整してください。

〈材　料〉		水1500㏄、ニンジン・ダイコン・マ
イタケ・シメジ全て50ｇ、クリ10個、
とりもも肉１枚、薄口しょうゆ90㏄

〈材　料〉		クリ１㎏、砂糖１㎏、ラム酒大さじ１、重曹大さじ１

福
山
町
下
牧
之
原
の
瀧た

き

ケが

平ひ
ら

真
弓
さ
ん
（
56
）
は
31
年

前
に
ク
リ
栽
培
を
始
め
、
今
で
は

２
５
０
本
の
ク
リ
の
木
を
植
え
て

い
ま
す
。

瀧
ケ
平
家
で
は
今
の
時
期
、
食

卓
に
た
く
さ
ん
の
ク
リ
料
理
が
並

び
ま
す
。
中
で
も
人
気
な
の
が
渋

皮
煮
。
甘
さ
控
え
め
で
、
ク
リ
の

味
を
生
か
し
た
渋
皮
煮
は
家
族
や

友
人
た
ち
に
も
大
人
気
で
す
。

「
子
ど
も
た
ち
が
小
さ
い
こ
ろ

は
私
が
台
所
で
作
っ
て
い
る
と
、

い
つ
も
そ
ば
に
き
て
、
出
来
上
が

る
の
を
今
か
今
か
と
待
っ
て
い
ま

し
た
。
近
所
の
方
や
友
人
た
ち
も

毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
れ
て
、

遠
く
は
札
幌
に
も
送
り
ま
す
」

も
う
一
つ
、
家
族
の
好
き
な
も

の
が
「
ふ
き
よ
せ
汁
」。
以
前
の

勤
め
先
で
知
っ
た
料
理
で
、
野
菜

や
鶏
肉
、
ク
リ
な
ど
を
煮
込
み
、

味
付
け
は
し
ょ
う
ゆ
だ
け
。
真
弓

さ
ん
が
自
己
流
で
作
っ
た
と
こ
ろ

好
評
で
、
以
来
、
瀧
ケ
平
家
の
母

の
味
と
な
り
ま
し
た
。

「
こ
の
時
期
に
な
る
と
家
族
か

ら
“
ふ
き
よ
せ
汁
食
べ
た
い
”
と

リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
り
ま
す
。
素
朴

な
味
で
す
が
、
野
菜
と
鶏
肉
の
だ

し
が
い
っ
ぱ
い
出
て
、
心
も
体
も

温
め
て
く
れ
る
秋
に
は
ぴ
っ
た
り

の
料
理
で
す
」

９
年
前
か
ら
透
析
を
し
て
い
る

真
弓
さ
ん
。
ク
リ
を
栽
培
で
き
る

の
は
家
族
の
お
か
げ
だ
と
言
い
ま

す
。「

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
ク
リ
拾
い

に
連
れ
て
行
っ
て
い
た
の
で
、
そ

の
苦
労
を
知
っ
て
い
る
せ
い
か
、

夫
だ
け
で
な
く
子
ど
も
た
ち
も
仕

事
が
休
み
の
た
び
に
、
よ
く
手

伝
っ
て
く
れ
ま
す
。
大
阪
に
い
る

長
女
は
渋
皮
煮
が
大
好
き
で
、
い

つ
も
送
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近

で
は
私
の
体
を
気
遣
っ
て
送
ら
な

く
て
い
い
よ
と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。

み
ん
な
の
思
い
が
本
当
に
う
れ
し

い
。
こ
れ
か
ら
も
で
き
る
限
り
作

り
続
け
た
い
で
す
ね
」

真
弓
さ
ん
は
「
ク
リ
は
家
族
と

の
絆
そ
の
も
の
」
と
ほ
ほ
笑
み
ま

す
。
瀧
ケ
平
家
で
は
こ
れ
か
ら
も
、

秋
を
迎
え
る
た
び
に
家
族
の
絆
が

深
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

家族との絆を
深めてくれるクリ

今
月
は
小
林
市
と
曽
於
市
の
道
の

駅
を
紹
介
し
ま
す
。

■
道
の
駅
ゆ
～
ぱ
る
の
じ
り

駅
内
に
は
、
季
節
の
ハ
ー
ブ
料
理

や
野
尻
特
産
の
メ
ロ
ン
が
味
わ
え
る

レ
ス
ト
ラ
ン
、
入
浴
施
設
、
宿
泊
施

設
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
農
産
物
直
売

場
で
は
、
名
物
の
ご
ぼ
う
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
、
地
産
の
新
鮮
で
安
心
安
全

な
農
産
物
や
姉
妹
都
市
石
川
県
能
登

町
の
日
本
酒
な
ど
を
販
売
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
展
示
園
や
展
示
温
室
も
あ

り
、
約
６
５
０
種
類
の
薬
草
や
ハ
ー

ブ
を
無
料
で
見
学
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

◦�

所
在
地
＝
小
林
市
野
尻
町
三
ヶ
野

山
４
３
４
７
―
１

◦�

営
業
時
間

◦
売
店
：
午
前
８
時
～
午
後
９
時

◦
入
浴
：
午
前
９
時
～
午
後
９
時

◦
食
事
：
午
前
11
時
～
午
後
９
時

◦
宿
泊
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
：
午
後
３
時

◦
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
：
午
前
10
時

◦�

定
休
日
＝
毎
月
第
１
水
曜
日
（
当

日
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

◎�
�問
＝
☎
０
９
８
４（
44
）２
２
１
０

■
道
の
駅
た
か
ら
べ（
き
ら
ら
館
）

平
成
23
年
４
月
17
日
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
道
の
駅
た
か
ら

べ（
き
ら
ら
館
）。
館
内
の
直
売
コ
ー

ナ
ー
に
は
、
新
鮮
な
野
菜
・
果
物
や

地
元
で
作
ら
れ
た
各
種
加
工
品
が
並

び
ま
す
。
財
部
産
の
お
米
を
買
っ
て
、

そ
の
場
で
精
米
が
で
き
る
「
精
米

コ
ー
ナ
ー
」
は
リ
ピ
ー
タ
ー
が
い
る

ほ
ど
の
人
気
で
す
。
レ
ス
ト
ラ
ン
き

ら
ら
で
は
、
黒
豚
料
理
や
ワ
ン
コ
イ

ン
ラ
ン
チ
（
５
０
０
円
）
が
好
評
で

す
。

◦�

所
在
地
＝
曽
於
市
財
部
町
南
俣
17

―
１

◦�

営
業
時
間
＝
道
の
駅
た
か
ら
べ

（
き
ら
ら
館
）:

午
前
９
時
～
午
後

７
時
、
レ
ス
ト
ラ
ン
き
ら
ら:

午

前
11
時
～
午
後
４
時

◦�

休
館
日
＝
１
月
、
４
月
、
７
月
、

10
月
の
１
日

◎�

�問
＝
☎
０
９
８
６（
28
）５
６
６
６

環
霧
島
・
錦
江
湾
奥
イ
ベ
ン
ト
情
報

目指せ !世界ジオパーク認定

環霧島探訪
かんきりしまたんぼう

思い出の味を募集しています。住所、氏名、年齢、電話番号を記入の上、あなたの心に残る、食べたらなぜか元
気になる味をエピソードとともにお寄せください。採用された方には後日連絡の上、取材させていただきます。
（宛先）〒899−4394  国分中央三丁目45番１号　秘書広報課「思い出の味」係

な
ぜ
か
元
気
に
な
る

Taste of m
em

ories

鹿児島県

宮
崎
県

霧島市

曽於市

都城市

小林市えびの市

高原町

湧水町

姶良市

鹿児島市 錦江湾

桜島

垂水市

霧島山

錦江湾奥会議とは、錦江湾奥部に位置する鹿児島市、
姶良市、垂水市、霧島市の４市が、行政区を越えて
連携し、地域活性化を図ることを目指します。

環霧島会議とは、霧島山を取り巻
く鹿児島・宮崎両県の５市２町で
構成され、県境を越えて連携し地
域活性化を図ります。

環霧島会議

錦江湾奥会議

錦 江 湾 奥 イ ベ ン ト

・ �期日＝11月３日（日）
・ �時間＝午前９時～午後４時
・ �場所＝垂水中央運動公園内キララドーム
・ �内容＝垂水市秋の風物詩である産業祭が

今年も開催。水産物から農畜産物までが揃
う青空市でおいしい秋を感じてみませんか。
＝垂水市水産商工観光課  ☎0994（32）1111

たるみずふれあいフェスタ秋の産業祭垂水市

・ �期日＝11月２日（土）、３日（日）
・ �時間＝夜まつり：２日（土）午後６時45分から
 本まつり：３日（日）午前10時20分から
・ �場所＝天文館一帯ほか
・ �内容＝２万人を超える踊り手。今年は東京

ディズニーリゾートスペシャルパレードも。
＝サンサンコールかごしま  ☎099（808）3333

おはら祭鹿児島市

瀧ケ平真弓さんと、最近では
一緒にクリ拾いにいく孫の緋

ひ

那
な

ちゃん（１）

・ �日時＝11月17日（日）蒲生八幡神社：午前
9時30分～午後０時30分／蒲生小学校：午
前9時～午後３時

・ �場所＝蒲生八幡神社と隣接する蒲生小
・ �内容＝国立芸術高校生（ソウル）による韓国

伝統芸能などのステージや牛肉即売会など。
＝実行委員会事務局 ☎（52）1211

日本一大楠どんと秋まつり姶良市

道の駅ゆ～ぱるのじり

道の駅たからべ（きらら館）

ふ
き
よ
せ
汁

渋
皮
煮

渋
皮
煮

ふ
き
よ
せ
汁

環 霧 島 イ ベ ン ト

・ �期日＝11月２日（土）、３日（日）
・�時間＝午前10時～午後４時
・�場所＝栗野岳レクリエーション村周辺
・�内容＝杉や竹を使った造形作品が集まりま

す。絵手紙教室や物づくり体験、高原コンサー
トのほか、地元特産品の販売も行われます。
＝�湧水町商工観光課  ☎ （74）3111

湧水町高原フェスタ・彫刻造形展湧水町

・�日時＝10月27日（日）午前９時～午後４時
・�場所＝ほほえみ館周辺
・�内容＝町内で作った特産の野菜や、農産

加工品などの展示販売。高原町の伝統芸
能の披露やステージショーなど。
＝�実行委員会事務局（高原町商工会）

☎0984（42）1158

神武の里たかはる秋まつり高原町

・ �日時＝11月３日（日）午前10時から
・ �場所＝的

ま と

野
の

正八幡宮～弥五郎どんの館
・ �内容＝九州南部に伝わる民俗文化財の祭

り。顔に朱面をつけた身の丈４㍍の弥五
郎どんを先頭に、神

し ん め

馬やみこしなどの御
ご

神
し ん

幸
こ う

行列が練り歩きます。
＝都城市教育委員会  ☎0986（57）3111

山之口弥五郎どん祭り都城市
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世 界 に ひ ら く 、 人 と 自 然 ・ 歴 史 ・ 文 化 が ふ れ あ う 都 市 を 目 指 し て

霧
島
市
で
は
市
民
が
主
役
の
ま

ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
に
、

市
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
の
政
策
が
「
共
生
・

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
で
、
そ
の

実
現
の
た
め
に
４
つ
の
施
策
が
あ

り
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
「
市
民
参
加
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
で
す
。

地
域
住
民
が
互
い
に
創
意
工
夫
し
、

活
性
化
を
図
る
た
め
の
事
業
や
公

益
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
市

民
グ
ル
ー
プ
に
活
動
費
の
補
助
を

し
て
い
ま
す
。

移
住
定
住
促
進
事
業
で
は
、
中

山
間
地
域
に
移
住
定
住
し
よ
う
と

す
る
市
外
か
ら
の
転
入
者
や
国

分
・
隼
人
の
市
街
地
か
ら
の
転
居

者
に
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
に

よ
り
、
活
力
に
満
ち
た
地
域
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

二
つ
目
が
「
国
際
・
国
内
交
流

の
推
進
」。
薩
摩
義
士
へ
の
報
恩

感
謝
の
気
風
を
持
つ
岐
阜
県
海
津

市
と
の
姉
妹
都
市
交
流
や
海
外
と

の
交
流
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

三
つ
目
は
「
人
権
の
尊
重
」。

子
ど
も
人
権
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
人
権

に
関
す
る
講
座
を
開
催
し
、
人
権

意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

霧島市の未来予想図
「人と自然が輝き、人が拓く、多機能都市」を目指して

第６節　共生・協働のまちづくり
第７節　新たな行政経営によるまちづくり

四
つ
目
は
「
男
女
共
同
参
画
の

推
進
」
で
す
。
男
女
の
人
権
を
侵

害
す
る
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶
の

た
め
に
、
Ｄ
Ⅴ
な
ど
で
苦
し
ん
で

い
る
女
性
の
相
談
や
、
政
策
・
方

針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画
の

促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

行
政
経
営
に
つ
い
て
は
、
厳
し

い
財
政
状
況
を
健
全
化
し
、
効
果

的
で
効
率
的
な
行
政
経
営
を
行
う

た
め
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
「
健
全
な
財
政
運
営

の
推
進
」「
信
頼
さ
れ
る
行
政
経

営
の
推
進
」「
市
民
と
行
政
に
よ

る
情
報
の
相
互
活
用
」「
開
か
れ

た
議
会
運
営
の
推
進
」
の
４
つ
の

施
策
を
実
施
し
、「
新
た
な
行
政

経
営
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
努

め
て
い
ま
す
。

霧
島
市
は
目
指
し
ま
す

霧
島
市
は
鹿
児
島
空
港
を
拠
点

と
し
て
世
界
を
視
野
に
入
れ
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
、
人
と
自
然
・

歴
史
・
文
化
な
ど
ふ
れ
あ
い
の
あ

る
調
和
の
と
れ
た
田
園
文
化
都
市

で
す
。

「
住
む
・
働
く
・
学
ぶ
」
な
ど
の

環
境
が
整
っ
た
霧
島
市
は
、
快
適

で
愛
着
の
持
て
る
安
心
・
安
全
な

ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今 年、長女が小学生になったので、子ども会に入会し
ました。地域の「お兄ちゃんやお姉ちゃんたちと遊べ

て楽しい」と言っています。地区自治公民館では七草などを
してくださいます。子どもたちにはこの地域でたくさんの思
い出を作ってほしいです。私も地域の掃除や花見にはでき
るだけ参加しています。自分たちの住む地域はいつまでも
きれいで住みやすいところであってほしいです。

細川俊彦さん（37）友
と も

愛
あ

さん（７）愛
ま

央
お

ちゃん（３）

地域まちづ
くり

支援事業

［特色生か
した地域づ

くり］

市民参加に
よるまちづ

くりの推進

地域住民が
主体となっ

て、

地域の特色
を生かした

独自のテー
マや

目標を設定
し、

その実現に
向けて

お互いに知
恵を出し合

いながら、

活力ある個
性豊かで自

立した地域
づくりに

意欲的に取
り組む地域

を

支援してい
ます。

�問＝共生協働推進課

☎（64）0988

第一次霧島市総合計画７つの柱
①快適で魅力あるまちづくり　②自然にやさしいまちづくり　③活力ある産業のまちづくり　④育み磨きあうまちづくり

⑤たすけあい支えあうまちづくり　⑥共生・協働のまちづくり　⑦新たな行政経営によるまちづくり

霧島市が姉妹都市盟約や友好交流協議書を締結しているアメ
リカのソノラ市や中国の耀

よう

州
しゅう

区
く

、瀏
りゅう

陽
よう

市
し

などとの関係強化を図
り、海外交流都市への訪問や交流都市からの訪問団の受け入れ
などを通して、国際交流活動を積極的に推進していきます。

姉妹都市・国際交流事業［海外との友好交流］

国際・国内交流の推進

年末年始を除く毎日、午前10時～午後７時、住民票の写しな
どの各種証明の発行、パスポート窓口業務、市税や保育料・住
宅使用料などの収納事務、国民年金資格取得届・保険料免除申
請書の受付けを行い、市民の利便性の向上を図っています。

市民サービスセンター運営事業［より便利な市役所を目指す］

信頼される行政経営の推進

今年度から関平鉱泉水の運搬が困難な市内在住の高齢者宅へ
の配達など関平鉱泉水の販売促進とその拡大、施設などの維持
管理を行っています。また、工場の老朽化に伴い、平成26年度
に新工場を建設する予定です。

関平鉱泉販売・管理運営事業［新工場建設で販売促進］

健全な財政運営の推進

男女共同参画の視点から見直されるべき社会制度や慣行への
気付きと、その見直しに向けた主体的な行動が市民の中で広ま
るように、フォーラムや地区別セミナーの開催などを通し、積
極的な広報・啓発活動を展開しています。

男女共同参画広報・啓発事業［社会制度や慣行を見直す］

男女共同参画の推進

霧島市人権啓発推進まちづくり会議を中心に、さまざまな人
権問題を住民一人一人が自分のこととして理解を深められるよ
う、人権啓発活動についての企画、立案および講演会開催など
の啓発活動に努め、人権意識の高揚を図っています。

人権啓発推進まちづくり事業［人権の尊重］

人権を守る

主要事業一覧

�問＝企画政策課 ☎（64）0914

�問＝市民課 ☎（64）0901

�問＝企画政策課 ☎（64）0914

�問＝関平鉱泉販売所 ☎（78）2355

�問＝市民サービスセンター「コアよか」 ☎（46）1337

事務事業名

第６節

まちづくりに関する
意識の醸成

市民活動応援講座開催事業

まちづくりに参加しやすい
環境づくり

地区活性化支援事業

市民活動支援事業

元気なふるさと再生事業

移住定住促進
移住体験研修事業

移住定住促進事業

国際・国内交流活動の推進
海津市との姉妹都市交流事業

日韓親善子供大使実行委員会活動
支援事業

交流のための
民間組織・人材の育成、充実
国際交流協会運営支援事業

人権尊重社会の実現に向けた
教育・学習の推進
及び広報・啓発

人権教育総合推進事業

男女の人権を侵害する
あらゆる暴力の根絶

女性のための無料相談事業

第７節

歳入の確保
固定資産評価替事務

封筒類への広告掲載事業

市の担うべき役割の重点化
指定管理者制度導入事務

行政情報の共有
広報きりしま発行事業

ラジオ広報事業

議会に関する情報提供の充実
議会中継放映事業

議会だより発行事務

ふ
れ
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
に
清
掃

（
国
分
東
地
区
自
治
公
民
館
）

最終回

男女共同参画かるた

箱（10ℓ・20ℓ）、ペットボ
トル（500㎖・２ℓ）
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十
六
年
の
『
国
分
の
古こ

蹟せ
き

』
に
「
隼
人
塚
、

一
名
熊
襲
塚
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
以

降
隼
人
塚
の
名
前
が
定
着
し
た
よ
う
で
す
。

四
．
慰
霊
の
地
と
し
て

い
ず
れ
に
し
て
も
二
つ
の
隼
人
塚
は
、
隼

人
の
御み

霊た
ま

を
供
養
す
る
塚
（
供
養
塔
）
と
し

て
造
ら
れ
た
の
は
確
か
で
あ
り
、
そ
の
精
神

は
「
浜
下
り
」
と
い
う
形
で
今
日
ま
で
続
い

て
い
ま
す
。

平
成
三
十
二
（
二
〇
二
〇
）
年
に
は
、
隼

人
の
抵
抗
が
起
き
て
一
三
〇
〇
年
目
を
迎
え

ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
に
隼
人
塚
を
は
じ
め
隼

人
に
ま
つ
わ
る
遺
跡
や
出
来
事
に
つ
い
て
、

少
し
で
も
解
明
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
文
責
＝
鈴
）

獲
っ
た
猪

い
の
し
しの
肉
を
、
三
十
三
本
の
竹
串
に
刺

し
、
そ
れ
を
塚
前
に
立
て
て
隼
人
の
霊
を
慰

め
る
祭
事
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
止
上
神
社
に
は
江
戸
時
代
初
め
の

慶
長
年
間
ま
で
「
王お

う

の
御み

幸ゆ
き

」
と
い
う
大
祭

が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
祭
も
隼
人
の
霊

を
鎮
め
る
た
め
に
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
り
、

正
月
七
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
神み

こ
し輿
が
巡

じ
ゅ
ん

幸こ
う

し
て
い
た
、
と
記
録
に
残
っ
て
い
ま
す
。

三
．
隼
人
の
隼
人
塚

一
方
、
隼
人
町
内
山
田
に
あ
る
隼
人
塚
は
、

基き

壇だ
ん

を
設
け
て
、
中
央
に
石
塔
を
三
基
並
べ
、

そ
の
周
辺
に
四
天
王
像
を
配
し
て
い
ま
す
。

こ
の
配
列
は
全
国
的
に
見
て
も
非
常
に
珍
し

く
貴
重
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
正
十
年
に
国

指
定
史
跡
と
な
り
、
調
査
や
石
塔
・
四
天
王

像
な
ど
の
復
元
を
終
え
て
、
現
在
は
「
隼
人

塚
史
跡
公
園
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

隼
人
塚
は
、
そ
の
名
の
由
来
や
建
立
の
時

期
・
目
的
を
含
め
て
、
謎
の
多
い
史
跡
で
も

あ
り
ま
す
。
三
国
名
勝
図
会
に
は
、「
正

し
ょ
う

国こ
く

寺じ

と
い
う
寺
の
跡
で
、“
正

し
ょ
う

宮ぐ
う（
鹿
児
島
神
宮
）

の
戒か

い

壇だ
ん

所し
ょ

”
と
名
付
け
、
浜
下
り
の
神
事
を

行
っ
た
、
そ
の
寺
に
四
天
王
像
と
石
塔
残
れ

り
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
隼
人
塚
は
正
国
寺

の
一
部
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

隼
人
塚
の
名
も
江
戸
時
代
に
は
見
当
た
ら
ず
、

明
治
三
十
五
年
の
『
陸
軍
参
謀
本
部
地
図
』

に
「
軍
人
塚
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
隼
人

塚
の
名
が
初
め
て
登
場
す
る
の
は
、
明
治
三

天
候
不
良
に
伴
う
飢き

饉き
ん

、
天て

ん

然ね
ん

痘と
う

な
ど
の
疫え

き

病び
ょ
うの
発
生
は
、
人
心
を
惑
わ
す
怨お

ん

霊り
ょ
うや
死
者

の
祟た

た

り
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

隼
人
の
抵
抗
に
よ
っ
て
、
多
く
の
死
者
を
だ

し
、
そ
の
祟
り
を
恐
れ
た
人
々
は
隼
人
の
霊

を
供
養
す
る
た
め
に
隼
人
塚
を
設
け
ま
し
た
。

実
は
、
霧
島
市
に
は
「
隼
人
塚
」
と
名
の

つ
く
も
の
が
、
国
分
重
久
と
隼
人
町
内
山
田

の
二
か
所
に
あ
り
ま
す
。

二
．
国
分
の
隼
人
塚

国
分
重
久
に
あ
る
隼
人
塚
は
、
以
前
は
塚

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
水
田
の
中

に
石
碑
だ
け
が
残
っ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
末
期
の
『
三さ

ん

国ご
く

名め
い

勝し
ょ
う

図ず

会え

』
に

は
隼
人
塚
の
こ
と
が

次
の
よ
う
に
書
か

れ
て
い
ま
す
。「
本

社
（
止と

上が
み

神
社
）
の

南
西
、
三
百
十
六
間

（
約
六
〇
〇
㍍
）
に

あ
り
、
水
田
の
中
に
、

小こ
ま
かき
林り

ん

叢そ
う

森し
ん

然ぜ
ん

た
り
、

是こ
れ

を
隼
人
塚
と
號ご

う

す
、

隼
人
が
首
塚
な
り
と

い
ふ
、
…
」。

隼
人
塚
の
周
辺
は

真ま
な

板い
た

田だ

、
猪し

し

切き
り

藪や
ぶ

と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

以
前
は
旧
暦
正
月
十

四
日
の
初は

つ

猟か
り

の
日
に

８
月
号
に
引
き
続
き
、
健
康
き
り
し
ま
21

（
第
２
次
）「
霧
島
市
健
康
増

進
計
画
」
の
健
康
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
残
り
３
つ
を
紹
介

し
ま
す
。

５
．
休
養
・
心
の
健
康

出
逢
い
　
ふ
れ
あ
い
　
語
ら
い

あ
ふ
れ
る
笑
顔
で
、
こ
こ
ろ
も
元
気

【
重
点
目
標
】

①
心
の
健
康
づ
く
り
・
休
養
に
関
す
る
知
識

の
普
及
に
努
め
る
。
②
自
殺
の
原
因
と
し
て

一
番
多
い
健
康
問
題
（
う
つ
病
な
ど
）
の
予

防
対
策
を
推
進
す
る
。
③
気
軽
に
相
談
で
き

る
体
制
を
つ
く
る
。
④
地
域
活
動
で
の
心
の

健
康
づ
く
り
・
生
き
が
い
づ
く
り
を
推
進
す

る
。
⑤
心
身
の
休
養
に
有
効
で
あ
る
温
泉
の

活
用
を
推
進
す
る
。
⑥
こ
れ
ら
の
目
標
達
成

に
向
け
、
関
係
機
関
（
職
域
・
学
校
な
ど
）

と
の
連
携
を
図
る
。

健
康
な
ま
ち
を
目
指
す
た
め
に

７
．
保
健
・
医
療
の
環
境
づ
く
り

安
心
し
て
生
活
で
き
る

保
健
・
医
療
環
境
を
つ
く
ろ
う

【
重
点
目
標
】

①
か
か
り
つ
け
の
医
師
・
歯
科
医
・
薬
局
を

決
め
て
い
る
市
民
の
割
合
を
増
や
す
。
②
夜

間
・
休
日
の
救
急
診
療
体
制
の
確
保
と
市
民

へ
の
周
知
に
努
め
る
。
③
応
急
手
当
や
救
命

講
習
な
ど
の
普
及
活
動
を
行
う
。
④
地
域
医

療
に
つ
い
て
は
、
保
健
所
、
医
師
会
な
ど
と

連
携
し
、
体
制
の
整
備
を
図
る
。
⑤
医
療
セ

ン
タ
ー
の
施
設
整
備
と
機
能
の
充
実
を
図
る
。

⑥
医
療
費
の
適
正
化
を
図
る
。
⑦
保
健
セ
ン

タ
ー
の
施
設
整
備
と
機
能
の
充
実
を
図
る
。

健
康
き
り
し
ま
21
（
第
２
次
）
の
７
つ
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
健
康
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず
、
自

分
の
生
活
状
況
や
健
康
状
況
を
知
る
こ
と
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
自
分
で
で
き
る
簡
単
な
こ

と
を
見
つ
け
、
個
人
や
家
族
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
ぐ
る
み
で
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う
。

※
噛
み
く
だ
き
よ
く
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る

◎�

問
＝
健
康
増
進
課
☎（
64
）０
９
０
５

健康増進課

健康
きりしま21

❸

やさしい健康講座
H E A L T H Y  L E C T U R E 隼

人
の
抵
抗
●❹

シ
リ
ー
ズ
大
隅
国
を
知
る  

❽

６
．
歯
・
口
の
健
康

歯
磨
き
の
習
慣
を
身
に
付
け

80
歳
で
20
本
以
上
の
歯
を
残
そ
う

【
重
点
目
標
】

①
む
し
歯
の
な
い
方
の
割
合
を
増
や
す
。
②

フ
ッ
化
物
利
用
を
推
進
す
る
。
③
歯
周
病
を

有
す
る
者
の
割
合
を
減
ら
す
。
④
８
０
２
０

運
動
の
達
成
者
の
割
合
を
増
や
す
。
⑤
※

咀そ

嚼し
ゃ
く

良
好
者
の
割
合
を
増
や
す
。
⑥
こ
れ
ら
の

目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
定
期
的
に
歯
科
健

康
診
査
受
診
を
行
う
方
の
割
合
を
増
や
す
。

三国名勝図会の隼人塚（国分重久）

国分の隼人塚（国分重久）

隼人の隼人塚（隼人町内山田）

隼
人
の
抵
抗
で
は
、
隼
人
側
だ
け
で
も
千

四
百
人
余
り
の
死
傷
者
が
で
ま
し
た
。
前
回

は
、
こ
の
戦
い
で
亡
く
な
っ
た
人
々
の
慰い

霊れ
い

と
滅め

つ

罪ざ
い

の
た
め
に
宇
佐
八
幡
宮
や
鹿
児
島
神

宮
で
行
わ
れ
て
い
る
放ほ

う

生じ
ょ
う

会え

（
浜
下
り
）
に

つ
い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
今
回
は
彼
ら
の
慰

霊
の
地
で
あ
る
「
隼
人
塚
」
を
紹
介
し
ま
す
。

一
．
二
つ
の
隼
人
塚

古
代
の
人
々
に
と
っ
て
、
地
震
や
台
風
、

霧 島

眠れていますか？

年に１度は歯
科検診を受け
ましょう！

歯周病を放置
すると肩こり

頭　痛

食欲不振

か か り つ け の 医
師・歯科医・薬局を
決めましょう。

動脈硬化、肺
炎、糖尿病

早産、低体重
児出産

疲
れ
て
い
る
の
に
２
週
間
以
上
眠
れ
な
い

日
が
続
い
て
い
る
人
は
要
注
意
！
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◎ 

＝
観
光
課
☎（
64
）０
８
９
５

H ealth ◎健康情報

「
ス
ッ
キ
リ
し
ま
教
室
」で

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ

健
康
講
話
と
実
技
講
習
が
あ
り

ま
す
。

⃝
 

時
間
＝
午
後
１
時
～
３
時
30
分

⃝
 

対
象
＝
40
歳
以
上
の
方
で
特
に

運
動
制
限
な
ど
が
な
い
方
。（
国

保
の
特
定
健
診
を
受
診
さ
れ
た

方
に
は
後
日
案
内
し
ま
す
）

⃝
 

定
員
＝
各
会
場
先
着
15
人

⃝
 

受
付
＝
10
月
18
日（
金
）か
ら

⃝
 

申
込
方
法
＝
電
話
で
。（
氏
名
・

住
所
・
希
望
会
場
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
）

第
７
回「
森
で
過
ご
す

癒
し
の
休
日
in
霧
島
」

森
林
セ
ラ
ピ
ー
と
は
、
森
林
の

持
つ
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
を
五
感
を

通
し
て
感
じ
る
こ
と
で
心
身
を
癒

や
し
、
健
康
維
持
・
増
進
を
図
る

取
り
組
み
で
す
。

県
内
で
は
牧
園
町
丸
尾
地
区
周

辺
の
３
コ
ー
ス
が
唯
一
の
森
林
セ

ラ
ピ
ー
基
地
と
し
て
認
定
さ
れ
て

お
り
、
森
林
総
合
研
究
所
が
行
っ

た
実
験
で
科
学
的
な
“
癒
や
し
効

果
”
が
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
（
表
）。

温
泉
や
音
楽
な
ど
、
霧
島
な
ら
で

「
ス
テ
キ
に
シ
ェ
イ
プ

ア
ッ
プ
教
室
」

成
人
女
性

の
３
人
に
１

人
、
50
歳
以

上
に
な
る
と

２
人
に
１
人

の
高
い
割
合

で
、
ぼ
う
こ

う
や
内
臓
を
支
え
る
骨
盤
の
底
の

筋
肉
が
緩
み
「
く
し
ゃ
み
や
走
っ

た
り
す
る
の
が
不
安
」「
ト
イ
レ

が
気
に
な
っ
て
外
出
が
お
っ
く

う
」
と
い
う
方
が
増
え
て
き
ま
す
。

は
の
魅
力
を
体
感
し
、
心
身
共
に

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

⃝
 

日
時
＝
11
月
30
日（
土
）午
前
８

時
20
分
～
午
後
２
時
30
分

⃝
 

集
合
場
所
＝
霧
島
市
温
泉
市
場

⃝
 

内
容
＝
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
（
約
５

㌔
）、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
音

楽
鑑
賞
（
雨
天
時
は
変
更
）

⃝
 

参
加
費
＝
２
０
０
０
円

⃝
 

定
員
＝
先
着
50
人

⃝
 

参
加
資
格
＝
小
学
生
以
上
の
森

林
歩
行
が
可
能
な
方
（
小
学
生

は
保
護
者
同
伴
）

⃝
 

受
付
＝
10
月
８
日（
火
）か
ら

⃝
 

申
込
方
法
＝
直
接
ま
た
は
電
話
。

自
分
で
無
理
な
く
で
き
る
「
コ

ン
チ
ネ
ン
ス
体
操
（
骨
盤
底
筋
体

操
）」と「
健
康
美
人
を
つ
く
る
栄

養
の
話
」
で
、
心
も
体
も
す
っ
き

り
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
し
ま
し
ょ
う
。

⃝
 

対
象
＝
60
歳
以
上
の
女
性
で
特

に
運
動
制
限
な
ど
が
な
い
方

⃝
 

場
所
＝
す
こ
や
か
保
健
セ
ン

タ
ー

⃝
 

時
間
＝
午
前
９
時
～
11
時
30
分

⃝
 

定
員
＝
先
着
20
人

⃝
 

受
付
＝
10
月
17
日（
木
）か
ら

⃝
 

申
込
方
法
＝
電
話
で
。

◎ 

・

＝
す
こ
や
か
保
健
セ
ン

タ
ー
☎（
42
）１
１
７
８

R ecruitment ◎募集

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
活
用
し

た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
短
時
間
で

も
良
い
の
で
、
毎
日
習
慣
付
け
る

こ
と
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

●�

息
ぎ
れ
、せ
き
、た
ん　
ひ
ょ
っ

と
し
て
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
と
は
慢
性
閉
塞
性
肺

疾
患
の
こ
と
を
い
い
、
た
ば
こ
の

煙
を
主
と
す
る
有
毒
物
質
を
長
期

間
吸
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ

る
肺
の
炎
症
に
よ
る
病
気
で
す
。

主
な
症
状
は
慢
性
の
せ
き
、
た
ん

と
体
を
動
か
し
た
時
に
出
現
す
る

息
切
れ
で
す
が
、
ゆ
っ
く
り
と
進

行
し
、
典
型
的
な
身
体
所
見
も
重

症
に
な
っ
て
初
め
て
現
れ
る
こ
と

が
多
い
た
め
早
期
に
気
付
き
に
く

い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

早
期
発
見
の
た
め
に
は
肺
機
能

検
査
が
不
可
欠
で
す
。
禁
煙
に
よ

る
リ
ス
ク
の
回
避
と
適
切
な
病
気

の
管
理
に
よ
り
、
有
効
な
予
防
と

治
療
が
可
能
な
病
気
で
す
。

● 

地
域
ぐ
る
み
で
健
康
生
き
が
い

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
、

楽
し
く
長
生
き
す
る
た
め
に
は
、

個
人
個
人
で
健
康
づ
く
り
や
生
き

が
い
づ
く
り
を
行
う
だ
け
で
な
く
、

地
域
ぐ
る
み
で
行
う
こ
と
が
必
要

で
す
。
市
で
は
、
健
康
生
き
が
い

づ
く
り
推
進
モ
デ
ル
事
業
を
全
地

区
自
治
公
民
館
で
展
開
し
て
い
ま

す
。
健
康
体
操
や
食
生
活
改
善
、

健
康
に
関
す
る
講
話
な
ど
地
域
の

特
色
や
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
機
会
に
地
区
住
民
の
皆
さ
ん

も
事
業
に
参
加
し
、
各
地
区
自
治

公
民
館
で
ロ
コ
モ
予
防
の
運
動
や

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
に
つ
い
て
医
師
の
講
話

な
ど
も
取
り
入
れ
、
日
ご
ろ
の
生

活
を
振
り
返
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎�

問
＝
健
康
増
進
課
☎（
64
）０
９

０
５

10
月
は
か
ご
し
ま
健
康

イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
強
化
月
間

県
内
で
は
食
生
活
の
乱
れ
や
運

動
量
の
低
下
な
ど
生
活
習
慣
の
乱

れ
に
よ
り
、
肥
満
者
や
生
活
習
慣

病
患
者
が
増
加
傾
向
に
あ
る
よ
う

で
す
。
県
で
は
こ
れ
を
受
け
て
、

県
民
の
健
康
へ
の
関
心
を
高
め
、

生
活
習
慣
の
見
直
し
を
呼
び
か
け

る
「
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
キ
ャ
ン
ペ 

ー
ン
」
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
ず

は
、
生
活
習
慣
病
予
防
の
基
本
的

な
知
識
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

●
ロ
コ
モ
予
防

　
毎
日
コ
ツ
コ
ツ
運
動
習
慣

「
ロ
コ
モ
」
と
は
ロ
コ
モ
テ
ィ

ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
略
称
で
、
運

動
器
症
候
群
の
事
を
い
い
、
加
齢

に
伴
う
筋
力
の
低
下
や
関
節
や
脊

椎
の
病
気
、
骨
粗
し
ょ
う
症
な
ど

に
よ
り
運
動
器
の
機
能
が
衰
え
て
、

要
介
護
や
寝
た
き
り
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
り
、
そ
の
リ
ス
ク
の
高
い

状
態
を
表
す
言
葉
で
す
。

ロ
コ
モ
予
防
の
た
め
に
は
運
動

習
慣
を
付
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

簡
単
な
体
操
・
ス
ト
レ
ッ
チ
や
市

で
順
次
作
成
し
て
い
る
各
地
区
の

E vent ◎イベント情報

すこやか
保健センター

国分保健
センター

ワンポイント健康・栄
養の話／講師：医師・
栄養士・保健師

脱・ぽっこりお腹エク
ササイズ／講師：健康
運動指導士

11/ 1（金）11/ 6（水）
ちょっと気になるメタ
ボと中性脂肪・食べる
時間がメタボを決める

痛くならない長続き
ウオーキングのコツ

12/ 6（金）12/ 9（月） ちょっと気になる血
圧・脳梗塞

ソフトジムボールで
お腹シェイプ

1/16（木） 1/14（火） ちょっと気になる血
糖値・ＨｂA1c

チューブで肩こり解
消・太ももシェイプ

2/ 3（月） 2/18（火） ちょっと気になる血
糖値・ＨｂA1c

ダンベル体操で二の
腕シェイプアップ

3/ 7（金) 3/ 5（水） ちょっと気になるクレ
アチニン・尿たんぱく

ストレッチポールで体の
ゆがみをラクラク矯正

期　日 内　　 容

11/14（木） ◦初めてのコンチネンス体操（骨盤底筋体操）
◦リラックスストレッチで心と体のバランスチェック

11/27（水） ◦コンチネンス体操◦ソフトジムボールで二の腕と
わき肉シェイプアップ◦健康美人を作る栄養の話

12/13（金）
◦コンチネンス体操◦ストレッチポールで体のゆが
みと背中スッキリ◦そろそろ気になる、知っててよ
かった、らくらく介護のコツ

12/25（水） ◦コンチネンス体操◦ストレッチポールで体のゆが
みと背中スッキリ◦健康美人を作る栄養の話

1/ 8（水） ◦コンチネンス体操総集編◦ごほうびアロマテラ
ピーで心と体の癒やし体験

◎
場
所 

国
分
体
育
館

◦矯正広報コーナー（パネル・模擬居室展示会）
◦刑務作業体験コーナー（陶器ろくろ・木工工作など）
◦刑務所作業製品の展示即売
◦模擬店コーナーやちびっ子刑務官コーナーなど

＝鹿児島刑務所��☎（75）4342

午
前
９
時
30
分
か
ら

午
後
４
時
ま
で

午
前
９
時
30
分
か
ら

午
後
３
時
ま
で

10

26

27

土

日

刑
務
作
業
製
品
展
示
即
売

第63回社会を明るくする運動

楽しいイベントも多数

入
場
無
料

※
市
役
所
前
の
特
設
駐
車
場
か
ら
会
場
へ
は
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す

第31回

（
表
）
デ
ー
タ
で
見
る
森
林
セ
ラ
ピ
ー
の
効
果

野鳥の鳴き声や川のせせらぎの中を散策する参加者
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市からのお知らせや
募集などの
情報をお届けします。

詳細な情報は掲載されている問い合わせ先に、ご連絡ください。

K i r i s h i m a  I n f o r m a t i o n

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先
※　  ＝「健康マイレージ」対象の事業（20歳以上が対象）

健康マイレージについての問い合わせは、
健康増進課健康づくり推進室 ☎（45）5111（内線2181）

⃝ 定員＝先着100人
⃝ 申込方法＝往復はがきに、参加者全員の氏名・年齢・

住所・電話番号・希望するコース（①か②）を記入の上、
郵送。

⃝ 申込期限＝10月31日（木）
・ ＝�佳例川地区自治公民館長【板元】☎090（3192）

0750、〒899-4504福山町佳例川1541（佳例
川地区自治公民館）

漁業センサス（調査）を実施します
「水産業の国勢調査」ともいうべき大切な調査で、５

年ごとに行われます。
11月１日現在で実施され、漁業者や水産関係者の方々

のところへ調査員が訪問しますので、調査へのご理解
とご協力をお願いします。
＝情報政策課統計グループ��☎（64）0933

募　集
平成26年度市民活動支援事業の

補助事業を募集
市では、共生・協働のまちづくりを進めるため、市民

グループが行う公益的な活動で自ら企画・提案・実施す
る事業を募集し、その経費の一部を補助しています。
⃝�応募できる団体＝ボランティア団体、NPOなどの市

民グループ
⃝ 対象事業＝地域の課題解決に向けた公益的なサービ

スを提供する活動
⃝�補助金額＝対象経費の3分の2以内で50万円を限度
（継続事業の場合は、補助率が異なります）

⃝ 審査方法＝書類審査・プレゼンテーション審査
⃝ 申込方法＝応募書類を郵送または直接。
⃝ 募集期間＝11月20日（水）～ 12月20日（金）
※ 詳細は決まり次第、市のホームページに掲載し、本庁・

各総合支所などに募集要項を設置します。
・ ＝�共生協働推進課��☎（64）0988

ファミリー・サポート・センター会員募集
ファミリー・サポート・センターとは、育児の援助をし

てほしい方（依頼会員）と、援助をしたい方（提供会員）
を結び、その援助活動を有償で行う会員組織です。
⃝ 依頼会員＝市内に居住、勤務する方で、生後３か月

以上から小学６年生までの子どもを持つ方。
⃝ 提供会員＝市内に居住する20歳以上の心身ともに健

康な方で、自宅で子どもを預かることができる方。（資
格不要）

※ 提供会員の活動に対しては基準額による報酬あり。
会員になるには同センターが実施する講習会の受講

（無料）が必要です。
⃝ 全体講習会＝11月20日（水）

・ ＝�キッズパークきりしま（ファミリー・サポート・セ
ンター霧島）☎（48）6886

市営住宅の入居者募集
国分・隼人地区の市営住宅の入居者を募集します。
申し込みは団地ごとに受け付け（１世帯１団地に限る）、

申し込み多数の場合は抽選となります。
⃝ 申込書の配布・受付期間＝10月15日（火）～ 25日（金）
⃝�抽選日＝11月６日（水）
※ 申し込みについては所得制限などの条件があります。
※ 部屋の詳細は市ホームページをご覧になるか、問い

合わせください。
※ 中所得者向けの特定公共賃貸住宅および国分・隼人

地区を除く市営住宅は、随時募集しています。
＝ 国分・隼人地区は建築住宅課住宅グループ��☎（64）
0909、そのほかの地区は各総合支所産業建設課�
☎（45）5111内線（溝辺6106）（横川6353）（牧園
5436）（霧島5732）（福山6871）

国際交流員と交流しましょう
■中国の文化を学びましょう

■国際交流ダンス教室（中東のベリーダンス）
⃝ 日時＝11月6日（水）午後２時～３時30分
⃝ 場所＝国分公民館4階音楽室
⃝ 定員＝先着15人
⃝ 参加料＝無料
⃝ 対象＝中学生以上の女性
⃝ 申込期限＝11月１日（金）

・ ＝�企画政策課国際交流グループ��☎（64）0914

第３回霧島市民囲碁大会
⃝ 日時＝11月10日（日）午前８時30分から
⃝ 場所＝市総合福祉センター２階大広間
⃝ 対象＝市内に居住、勤務する囲碁愛好者
⃝ 参加費＝1,000円
⃝ 申込期限＝11月１日（金）午後５時

・ ＝�実行委員会【清藤】☎（47）4321

お知らせ
隼人駅東地区土地区画整理事業の

計画を変更しました
９月５日で鹿児島県知事の認可を受け、事業計画（第

一回変更）の公告を行いました。
事業計画書は区画整理課で閲覧できます。
＝区画整理課業務第３グループ��☎（64）0989

不動産の公売
市が差し押さえた不動産の公売を予定しています。

⃝ 日時＝10月29日（火）午後２時から
⃝ 場所＝国分公民館３階中研修室
⃝ 公売方法＝入札
※ 見積価格などの、公売物件に係る詳細については、

市のホームページか市役所（国分庁舎、隼人庁舎、各
総合支所）に掲示してある「公売公告兼見積価額公
告」や「公売のしおり」などで確認してください。事前
に現地で公売物件の状況の確認や、所在地を管轄す
る登記所で登記簿を閲覧し、権利関係なども確認し
ておくことをお勧めします。

※ 公売物件によっては、事前に関係行政機関にて手続
が必要な場合があります。詳しくは問い合わせください。

※滞納市税が完納された場合などは公売を中止します。
＝収納課収納第３グループ��☎（64）0892

健康食品の誇大広告に注意
健康食品とは、ビタミンやミネラルなど「機能性成分」

を含んだ食品で、「健康に役立ちそうな食品」として便宜
上使用されている言葉に過ぎません。医薬品のような効
能・効果や、人が誤認してしまう広告を表示することは
禁止されています。「病気が治る」「確実に痩せる」などの
宣伝には注意しましょう。

医薬品は、その成分から副作用に至るまで厳格に規
制され、品質も確保されていますが、健康食品は品質
のばらつきが非常に大きく、体への影響も検証の義務
がありません。常用の医薬品との飲み合わせによっては、
医薬品の効果を弱くしたり、副作用を強くしたり、また
健康状態によっては思わぬ有害な影響が出る恐れもあ
ります。不適切な販売方法による経済被害の相談も寄
せられています。購入・摂取の際は十分に注意しましょう。

＝霧島市消費生活センター��☎（64）0964

霧島市小・中学校音楽のつどい
市内小・中学校の児童生徒が合唱、器楽合奏、オペ

レッタ、吹奏楽演奏などを披露します。
⃝ 会場＝みやまコンセール

※午前・午後ともにプロの演奏家による演奏があります。
＝学校教育課��☎（42）1116

労働セミナー
労働問題や制度に関する理解を深め、職場における

働きやすい環境をつくるためセミナーを開催します。
⃝ 日時＝11月12日（火）午後１時30分～４時20分
⃝ 会場＝姶良保健所２階大会議室（隼人町松永3320-

16）
⃝ 講師＝佐藤惠子さん（社会保険労務士）
⃝ テーマ＝「職場でのハラスメントをなくすために何が

できるか」、「労働契約法などの改正について」
⃝ 定員＝先着70人程度
⃝ 受講料＝無料
⃝ 申込方法＝県のホームページから電子申請で申し込

むか、受講申込書をダウンロードし、ファクスかメー
ルで。
・ ＝�県庁雇用労政課労政係��☎099（286）3017、

℻099（286）5582、メール r-rousei@pref.
kagoshima.lg.jp

ふるさと佳例川新米ウオーキング
～米づくり１千年の里を歩こう～

福山町佳例川の懐かしい風景を眺めながら歩きませ
んか。地元の新米「源流米」を参加者全員に贈呈します。
当日は農産物のトラック市も開催します。（小雨決行）
⃝ 日時＝11月23日（土・祝）午前８時15分～正午
⃝ 集合場所＝佳例川地区公民館（水の駅佳例川隣）
⃝�コース＝①周遊コース（約５㌔）、②お散歩コース（約

３㌔）
⃝ 参加料＝大人2,000円、高校生以下1,000円（園児は

無料）

講座名 中国語教室 国際料理キッチン

日　時
11/5（火）

【初級】18：00 ～ 18：50
【中級】19：00 ～ 19：50

11/13（水）
18：00 ～ 20：30

場　所 国分公民館3階中会議室 国分公民館2階
調理実習室・講義室

定　員 各先着10人 先着15人

対　象 高校生以上 10歳以上

参加費 無料 500円（保険料込み）

申込期限 10/29（火） 11/6（水）

備　考
申し込みが少数の場合は、
中止または初級・中級ク
ラスを合同で行います。

中国のスペアリブ料理
「海带山药排骨汤（ハイ
ダイシャンイオパイグタ
ン）」を作ります。

期 日 午前の部 午後の部

11/13
（水）

午
前
９
時
50
分
〜

横川小、佐々木小、
川原小、安良小、塚
脇小、平山小

午
後
１
時
〜

高千穂小、中津川小、
三体小、持松小、牧
園小、万膳小、牧之
原小

11/14
（木）

午
前
９
時
30
分
〜

富隈小、宮内小、中
福良小、日当山小、
隼人中、小野小、小
浜小、日当山中

午
後
０
時
40
分
〜

国分南小、木原小・
中、横川中、福山小、
国分小、天降川小、
福山中、向花小、舞
鶴中

11/15
（金）

午
前
９
時
20
分
〜

永水小、竹子小、溝
辺中、大田小、陵南
小、陵南中、霧島小、
溝辺小、霧島中

午
後
０
時
50
分
〜

上小川小、牧之原中、
国 分 北 小、 国 分 南
中、国分西小、国分
中、青葉小、牧園中
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Readers Voice

このコーナーは読者の皆さんからの
声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、
たくさんの声をお寄せください。

読者の声

c
o

m
m

u
n

i
t

y

昨
年
、
子
ど
も
を
出
産
し
、

今
年
、
職
場
復
帰
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
何
よ
り
不
安

だ
っ
た
の
は
子
ど
も
を
保
育
園
に

預
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
児
童
福
祉
課
の
担

当
の
方
か
ら
「
職
場
の
近
く
の
保

育
園
は
希
望
者
が
多
く
難
し
い
」と

の
返
事
が
あ
り
ま
し
た
。
自
宅
や

職
場
か
ら
遠
く
て
も
空
い
て
い
る

と
こ
ろ
に
預
け
る
し
か
な
い
の
か

な
と
考
え
初
め
て
い
た
こ
ろ
、
担

当
の
方
か
ら
「
最
初
に
希
望
し
て

い
た
と
こ
ろ
に
入
れ
ま
す
」と
連
絡

が
あ
り
、
飛
び
上
が
る
ほ
ど
喜
び

ま
し
た
。
初
め
て
の
育
児
で
不
安

な
こ
と
ば
か
り
が
多
く
、
さ
ら
に

仕
事
で
も
１
年
ほ
ど
の
ブ
ラ
ン
ク

を
経
て
の
不
安
も
重
な
っ
て
い
た

中
で
、
少
し
で
も
子
ど
も
の
近
く

で
仕
事
に
打
ち
込
め
る
こ
と
が
で

き
、
霧
島
市
に
住
ん
で
い
て
本
当

に
良
か
っ
た
と
心
か
ら
思
い
ま
し

た
。
子
育
て
を
頑
張
る
人
、
み
ん

な
が
子
育
て
し
や
す
く
な
る
ま
ち

づ
く
り
を
こ
れ
か
ら
も
期
待
し
て

い
ま
す
。（
そ
ら
ま
め
32
歳
女
性
）

●

子
育
て
で
悩
ん
だ
時
は
市
役
所

の
家
庭
児
童
相
談
室
な
ど
も
ご
利

用
く
だ
さ
い
ね
。

以
前
講
演
会
に
参
加
し
た
と

き
に
認
知
症
の
方
に
ア
ル

バ
ム
作
り
が
効
果
的
と
聞
き
、
私

が
父
の
代
わ
り
に
作
成
し
ま
し
た
。

父
の
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返

り
、
若
か
り
し
日
の
新
し
い
発
見

や
い
か
に
愛
さ
れ
て
育
て
て
も

ら
っ
た
の
か
を
私
自
身
思
い
起
こ

す
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

父
の
認
知
症
を
受
け
入
れ
、
心

の
準
備
を
し
て
い
る
う
ち
に
父
の

頑
張
っ
て
い
た
こ
ろ
へ
の
尊
敬
の

思
い
が
溢
れ
涙
し
ま
し
た
。
認
知

症
特
集
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し

た
。（
ラ
ナ
マ
マ
50
歳
女
性
）

●

ア
ル
バ
ム
作
り
を
通
し
て
親
子

の
絆
が
深
ま
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

子
ど
も
が
ト
ン
ボ
を
大
好
き

で
、
今
年
も
藺い

牟む

田た

池
ま

で
ベ
ッ
コ
ウ
ト
ン
ボ
の
観
察
に
出

か
け
ま
し
た
。
今
は
隼
人
町
住
吉

の
海
岸
近
く
の
田
ん
ぼ
で
赤
ト
ン

ボ
の
乱
舞
を
朝
夕
観
察
し
て
い
ま

す
。
休
日
は
国
分
川
内
の
山
中
で
、

お
盆
の
頃
か
ら
観
察
が
で
き
る
全

身
が
真
っ
黒
で
別
名
「
神
様
ト
ン

ボ
」
と
呼
ば
れ
る
「
ハ
グ
ロ
ト
ン

ボ
」
を
観
察
し
て
い
ま
す
。

昔
は
国
分
小
の
前
に
も
飛
ん
で

い
ま
し
た
が
、
今
は
貴
重
な
ト
ン

ボ
で
す
。
で
も
ま
だ
霧
島
市
に
は

清
流
が
多
く
、
子
ど
も
た
ち
が
観

察
で
き
る
環
境
で
あ
り
、
と
て
も

素
晴
ら
し
い
ふ
る
さ
と
だ
と
思
い

ま
す
。（
昆
虫
の
観
察
55
歳
男
性
）

●

私
が
小
さ
か
っ
た
こ
ろ
、
暑
い

夏
、
川
の
上
を
ハ
グ
ロ
ト
ン
ボ
が

飛
ん
で
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

確
か
に
そ
の
川
は
き
れ
い
で
し
た
。

私
の
自
治
会
で
は
４
月
に
女

子
会
が
発
足
い
た
し
ま
し

た
。
老
若
男
女
、
近
所
隣
の
付
き

合
い
が
希
薄
に
な
っ
て
い
く
中
、

と
て
も
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

２
か
月
ご
と
の
行
事
、
世
話
役

の
方
は
大
変
で
す
が
４
月
は
城
山

で
花
見
、
６
月
は
近
く
で
食
事
会
、

８
月
は
保
健
セ
ン
タ
ー
の
２
階
で

生
き
い
き
増
進
、
市
役
所
の
方
と

食
生
活
改
善
員
の
方
々
の
ご
協
力

で
、
食
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
の
お
話

や
夏
バ
テ
予
防
の
食
事
作
り
を
楽

し
く
さ
せ
て
い
た
だ
き
皆
さ
ん
も

大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
う
い

う
事
業
が
あ
る
こ
と
は
と
て
も
良

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
知
ら

な
い
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
私
た
ち
は
ま
た
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。（
お
天
気
ハ
ー
レ
ー
女
性
）

●

自
治
会
で
女
子
会
。
さ
ぞ
か
し

に
ぎ
や
か
で
楽
し
い
の
で
し
ょ
う

ね
。今

年
、
小
学
１
年
に
な
っ
た

長
女
。
走
る
こ
と
は
苦
手

で
す
が「
一
生
懸
命
走
る
」と
言
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
課
題
曲
「
み
て

み
て
こ
っ
ち
っ
ち
」、“
も
も
ク
ロ
”

の
歌
に
合
わ
せ
て
の
お
遊
戯
は
楽

し
み
ら
し
く
、
家
で
何
回
も
踊
っ

て
見
せ
て
く
れ
汗
び
っ
し
ょ
り
に

な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
頑
張

る
姿
が
大
好
き
な
母
は
応
援
と
お

弁
当
作
り
頑
張
り
ま
す
。
昔
の
母

の
お
弁
当
を
思
い
出
し
な
が
ら
。

（
パ
ワ
フ
ル
母
ち
ゃ
ん
32
歳
女
性
）

●

子
ど
も
の
元
気
は
家
族
を
明
る

く
し
て
く
れ
ま
す
。

記
事
は
市
民
の
趣
味
年
齢
な

ど
生
活
環
境
に
よ
り
関
心

が
さ
ま
ざ
ま
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す

が
、
広
報
き
り
し
ま
の
編
集
は

上
々
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
特

に
９
月
号
の
認
知
症
一
連
の
記
事

は
秀
逸
。
こ
ん
な
取
材
、
筆
力
を

持
っ
た
職
員
が
い
る
こ
と
に
市
民

と
し
て
誇
り
を
感
じ
ま
す
。
ま
た

「
た
け
ち
ゃ
ん
一
座
」
の
皆
さ
ん

に
も
敬
意
と
感
謝
を
捧
げ
た
い
。

下し
も

新し
ん

原ば
ら

さ
ん
の
紹
介
記
事
に
も
多

く
の
皆
さ
ま
が
元
気
を
も
ら
い
、

体
力
を
養
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
で

あ
り
ま
し
ょ
う
。
人
生
は
病
、
貧

乏
を
含
め
て
あ
る
が
ま
ま
を
受
け

入
れ
る
こ
と
が
肝
要
で
は
あ
り
ま

す
が
健
康
が
大
切
で
す
か
ら
ね
。

広
報
課
の
皆
さ
ん
が
お
の
お
の
研け

ん

鑽さ
ん

「
明
・
快
・
愛
・
笑
」
の
種
を

ま
き
育
て
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。（
溝
辺
ぼ
け
83

歳
男
性
）

●

お
誉
め
の
お
言
葉
と
て
も
う
れ

し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
霧
島
市

の
良
さ
を
お
伝
え
し
ま
す
。

先
日
、
小
学
１
年
の
息
子
が

泣
き
出
し
そ
う
な
顔
で

帰
っ
て
き
ま
し
た
。「
も
う
明
日

謝
で
す
。（
は
お
マ
マ
42
歳
女
性
）

●

困
難
を
乗
り
越
え
て
人
は
成
長

し
ま
す
。
息
子
さ
ん
も
成
長
し
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ぼ
く
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
３

人
で
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
見

に
行
き
ま
し
た
。「
星
の
お
う
じ

さ
ま
」
で
感
動
し
ま
し
た
。
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
と
な
り
で
ぐ
う
ぐ
う

寝
て
ま
し
た
。（
ハ
オ
ニ
ャ
７
歳

男
性
）

●

あ
ら
、
疲
れ
て
い
た
の
か
な
。

近
所
に
子
猫
、
２
匹
捨
て
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
３
か
月

か
６
か
月
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
人

か
ら
学
校
へ
は
行
き
た
く
な
い
、

や
め
た
い
」
と
言
う
の
で
す
。
事

情
を
聞
く
と
「
お
友
達
と
の
鬼

ご
っ
こ
で
鬼
の
役
ば
か
り
多
く
さ

せ
ら
れ
て
し
ま
う
」
と
の
こ
と
。

数
日
前
も
落
ち
込
ん
だ
気
持
ち
の

ま
ま
靴
下
一
枚
で
歩
い
て
帰
っ
て

き
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
担
任

の
先
生
に
相
談
し
ま
し
た
。
早
速
、

ク
ラ
ス
全
体
の
お
友
達
に
も
話
し

て
い
た
だ
き
、
息
子
の
わ
だ
か
ま

り
も
す
っ
か
り
消
え
、
も
の
す
ご

く
明
る
い
笑
顔
で
帰
っ
て
き
て
く

れ
ま
し
た
。
息
子
へ
の
「
何
で
も

相
談
し
て
く
れ
て
い
い
ん
だ
よ
」

の
先
生
の
お
言
葉
が
大
変
あ
り
が

た
か
っ
た
で
す
。
１
年
生
の
素
直

な
お
友
だ
ち
と
迅
速
な
対
応
を
し

て
く
だ
さ
っ
た
先
生
へ
感
謝
、
感

間
の
勝
手
で
ご
み
の
よ
う
に
捨
て

ら
れ
、
絶
対
に
許
せ
る
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
子
た
ち
に
も

生
き
る
権
利
は
あ
り
ま
す
。
今
、里

親
探
し
を
し
て
い
ま
す
が
思
う
よ

う
に
い
き
ま
せ
ん
。
片
隅
で
い
い

の
で
す
が
こ
の
子
た
ち
の
コ
ー
ナ 

ー
を
設
け
て
く
だ
さ
る
と
あ
り
が

た
い
の
で
す
が
、
小
さ
な
命
が
少

し
ず
つ
助
か
る
こ
と
を
祈
っ
て
い

ま
す
。（
最
上
ヨ
シ
エ
70
歳
女
性
）

●

最
後
ま
で
面
倒
を
み
る
こ
と
。

ペ
ッ
ト
を
飼
う
人
の
モ
ラ
ル
が
大

切
で
す
。

こ
の
他
17
通
の
は
が
き
が
あ
り

ま
し
た
。
文
章
は
添
削
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

梶原フミ子さん（隼人町）

若者掲示板
サークル

や地域お
こしグ

ループなど
活動紹介や

会員

募集を掲載
しています

。
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平成22年から活動を開始した
「一の木」
�問＝代表 有村啓太

mail  spfmx820@i.softbank.jp

平成25年に溝辺町にある自然豊
かな山林に拠点を移しました。そこ
で、自然の中でさまざまなことを体
験し、自然環境の大切さや多くの学
び・発見による成長を大人も子ども
も体感してほしいとの思いからシン
ボルとなるツリーハウス作りをス
タートしました。

プロジェクトを実行するのは建築
部 木の子スープ。

４月から一般参加型のプログラム
で木の伐採を行い、現在は土台施工
に取り掛かっています。

月に１、２回のペースで工程を組
んでいますので、ツリーハウス作り
を体験してみたい方、ぜひご参加く
ださい。

◎�Facebo
okページ

にて活動日
をお知

らせしてい
ます。

https://www.facebook.com/KINOKOSOUP/info
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※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。秘書広報課広報広聴グループ☎（64）0955 までご連絡ください。

今年８月にオープンしました。天然石、Ｋ18、プラチナ、シルバーなどを使ったア
クセサリーは、全てがオリジナルデザインで一点ずつ手作り。オーダーやリフォー
ムもお受けします。服、バック、小物、時計なども取り扱っています。
店内には喫茶コーナーもありますので、本格的なコーヒーを飲みながら、ゆっくり
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アクセサリーブティック Patraの商品券
（2,000円分）をプレゼントします

五
輪
決
定
・
暁

あ
か
つ
きの

決
意

市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

９
月
８
日
未
明
、
悲
願
の
２

０
２
０
年
東
京
五
輪
の
開
催
が

決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
瞬
間
、

感
動
に
胸
が
打
ち
震
え
歓
喜
の

涙
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。　
　

昭
和
39
年
の
東
京
五
輪
。
高

校
２
年
の
私
は
、
テ
レ
ビ
で
見

る
東
京
の
光
景
に
驚
き
と
憧
れ

を
抱
き
、「
い
つ
か
は
こ
こ
で

政
治
家
を
目
指
し
自
分
を
鍛
え

て
や
る
」
と
夢
を
描
い
た
も
の

で
す
。

今
回
の
五
輪
決
定
は
、
政
・

財
・
官
・
ス
ポ
ー
ツ
界
な
ど

が
「
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
」
と
し

て
結
束
し
た
賜た

ま
も
の物

で
あ
り
、
関

係
者
の
皆
さ
ま
に
感
謝
の
念
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
２
０
２
０
年
、

震
災
か
ら
復
興
し
た
姿
、
さ
ら

に
安
心
安
全
な
日
本
を
世
界
に

堂
々
と
見
せ
た
い
も
の
で
す
。

そ
の
東
京
五
輪
の
２
か
月
後

に
は
、
鹿
児
島
国
体
も
開
催
さ

れ
ま
す
。
政
治
や
行
政
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
企
業
・
組
織
・

団
体
、
そ
し
て
一
人
一
人
に
至

る
ま
で
、
７
年
後
に
向
け
て
大

き
な
目
標
が
で
き
た
の
で
な
い

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
日
本
に
、

鹿
児
島
県
に
、
そ
し
て
霧
島
市

に
生
き
る
誇
り
と
責
任
を
胸
に

「
日
本
一
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」

に
向
け
て
、
今
後
も
市
民
の
皆

さ
ま
と
共
に
頑
張
る
決
意
を
暁

に
い
た
し
ま
し
た
。

◎人口／128,045人（＋55）
男性／ 61,586人（＋21）
女性／ 66,459人（＋34）
出生117人／死亡102人
転入429人／転出384人
◎世帯数／59,226世帯（－13）

（平成25年９月１日現在）
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特集の取材でいろいろな方に話を伺いました。中には「読んだ人の
力になれば」とつらい過去を話してくれた方も。思わず目頭が熱く

なりました。皆さんに共通していたのは、今を輝いて生きていること。い
つか私も心を耕す文化活動、始めたいです。皆さんに心から感謝（う）

今月号の「人の風景」で取材した岡留将隼君。聴いた曲をピアノで
弾けるようになったのが「４歳」と聞いてびっくり。耳を頼りに楽

器が弾ける人に憧れます。わが家にも子どもに買ったピアノがあったっ
け。今からでも遅くないと自分に言い聞かせつつ、練習始めよう（か）

私の写真の先生は、取材先で出会うアマチュアカメラマン。撮り
方や撮影ポイントンなどを優しく教えてくれます。今月号の表紙

も、以前出会った先生の「かかしはいいよ、いろんな表情があるから」と
いう言葉をヒントにしたもの。これからもアドバイスをお願いします（み）

中学校時代の同窓会の役員会。案内状の往復はがきを私とＴ君で
100枚ずつ印刷。Ｔ君が持ってきたはがきを見て笑ってしまった。な

んと往信と返信を逆に印刷。みんなから罵声を浴びるＴ君。かわいそ
うだった。なので、「私も逆にしたので刷り直した」とは言えなかった（た）

霧島市ホームページ

は
少
し
前
の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

あ
る
そ
ば
屋
で
働
い
て
い
た
時

の
こ
と
。
大
変
繁
盛
し
て
い
る
お

店
で
、
多
い
と
き
に
は
一
日
に
１

０
０
０
人
以
上
が
来
店
す
る
こ
と

も
。
ド
リ
ン
ク
１
分
、
料
理
５
分

と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
毎
日
元
気

い
っ
ぱ
い
に
頑
張
っ
て
い
ま
し
た

が
、
店
の
方
針
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

な
接
客
を
目
指
す
あ
ま
り
、
お
客

さ
ま
と
衝
突
す
る
こ
と
が
た
び
た

び
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
も
っ
と

親
身
な
接
客
が
し
た
い
と
思
い
、

妙
見
温
泉
の
旅
館
「
石
原
荘
」
で

接
客
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ば
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

こ
に
は
県
内
外
か
ら
多
く
の
お
客

さ
ま
が
訪
れ
ま
す
。

石
原
荘
で
の
あ
る
日
の
こ
と
。

社
長
の
「
お
客
さ
ま
が
ゆ
っ
く
り

お
酒
を
飲
め
る
設
備
を
作
ろ
う
」

と
い
う
話
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、

白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の
が
私
で
し

た
。
そ
れ
か
ら
は
旅
館
の
仕
事
が

終
わ
る
午
後
11
時
ご
ろ
か
ら
修
業

の
た
め
に
国
分
に
下
り
、
バ
ー
で

深
夜
３
時
、
４
時
ま
で
勉
強
と
い

う
毎
日
。
そ
こ
で
そ
ば
屋
の
早
さ

と
旅
館
の
親
身
な
接
客
の
両
方
を

備
え
た
自
分
の
理
想
と
す
る
接
客

に
出
会
っ
た
の
で
す
。
バ
ー
テ
ン

ダ
ー
の
所
作
そ
の
も
の
が
理
想
の

接
客
で
し
た
。
こ
れ
を
機
に
私
は

旅
館
を
辞
め
、
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
に

な
る
事
を
決
め
ま
し
た
。

は
た
か
ら
見
る
と
華
や
か
な
仕

事
で
す
が
、
大
変
な
事
も
多
く
あ

り
ま
す
。
そ
ん
な
時
に
い
つ
も
思

い
出
す
の
が
石
原
荘
の
社
長
の
言

葉
。「
お
店
は
ス
テ
ー
ジ
だ
と
思
え
。

主
役
は
お
客
さ
ま
、
自
分
は
裏
方
。

黒
子
を
演
じ
ろ
」
と
。
こ
の
言
葉

が
今
で
も
私
を
接
客
人
と
し
て
初

心
に
返
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。

バ
ー
テ
ン
ダ
ー
に
な
っ
て
10
年

に
な
り
ま
す
。
多
く
の
お
客
さ
ま

と
出
会
っ
て
き
ま
し
た
が
、
い
ま

だ
に
接
客
の
答
え
は
見
つ
か
っ
て

い
ま
せ
ん
。
私
の
お
店
に
来
店
し

た
お
客
さ
ま
に
は
楽
し
く
笑
顔
で

帰
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
接
客

を
務
め
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
生
ま

れ
た
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
。
私

に
は
何
物
に
も
替
え
難
い
財
産
で

す
。つ

な
が
り
と
言
え
ば
、
中
学
生

時
代
か
ら
続
け
て
い
る
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
。
今
は
仕
事
の
傍
ら
、
中

学
生
や
高
校
生
の
指
導
に
も
あ

た
っ
て
い
ま
す
。
霧
島
市
の
子
ど

も
た
ち
と
の
つ
な
が
り
も
大
切
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。

そ
ん
な
私
は
Ｆ
Ｍ
き
り
し
ま
の

ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
し
て

Profile
かきのきだ おさむ（31）

鹿児島工業高校ハンドボール部
主将の経験を生かし、市内各校
でのハンドボール指導者を務め
る。バーテンダーとして接客のス
ペシャリストになる夢を描くよう
になり、現在は国分中央三丁目の
BAR・HANAで店長として理想の
接客を追究する。FMきりしまの
パーソナリティーも務める。

人つなぎの大秘宝
◎柿木田  惣

皆
さ
ん
は
、
飲
食
店
の
選
び
方

を
ど
う
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
価
格
、

味
、
雰
囲
気
…
。
選
ぶ
に
は
ど
れ

も
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
で
し
ょ
う
。

私
は
霧
島
市
で
バ
ー
デ
ン
ダ
ー

を
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
バ
ー
テ
ン

ダ
ー
を
し
て
い
る
の
か
。
そ
れ
に

の
お
話
を
い
た
だ
き
、
今
年
の
７

月
か
ら
１
時
間
番
組
を
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
自
分
の

中
の
世
界
が
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と

つ
な
が
る
こ
と
で
ど
ん
ど
ん
広

が
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
に
挑
戦
さ
せ
て
も
ら
え

て
い
る
こ
の
環
境
。
そ
れ
に
対
し
、

霧
島
市
へ
の
恩
返
し
、
私
た
ち
の

若
い
力
で
笑
顔
の
絶
え
な
い
ま
ち

づ
く
り
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

最
後
に
一
言
。

「
霧
島
市
の
接
客
王
に
俺
は
な
る

…
」

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
チ
ー
ム「
ぶ
に
せ
」県
リ
ー
グ

２
位
、
仲
間
と
共
に

◎�お便りをくださった方の中からアクセサリーブティックPatraの商品券を５人の方にプレゼント。応募締め切りは10月18日（金）
当日消印有効です。※当選の発表は、商品の発送を持ってかえさせていただきます。

今
回
は
広
々
と
し
た
上
野
原
縄
文

の
森
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

上野原縄文の森の展示館から
道路を横断する橋を渡ると

広々とした芝生広場があります。
そこには小高い丘や小川、アスレ
チックがあり、ボール遊びをした
り、水遊びをしたり、小さな子ど
もから大人まで楽しめます。木陰
の下にシートを敷いてお昼寝も気
持ち良さそうです。ゆっくりとし
た時間が流れます。入場は無料。
日置市から遊びに来ていた林田

明日香さん（10）と弟の空君（８）は「縄文の家や
スタンプラリ－、勾

まが

玉
たま

作りなどが楽しかった」と
縄文文化を満喫していました。
◎縄文の森秋まつり／ 10月19日㈯・20日㈰
■�駐車場、トイレ、水飲み場、レストラン、展示館、
勾玉作りなどの体験コーナー（無料～ 500円）。

�問＝上野原縄文の森  ☎（48）5701

秋晴れの休日、かかしが立つ田園風景
を撮りたくて市内をドライブ。最近はかか
しが少なく、あってもイメージしたものが見
つからない。１時間以上車を走らせたと
き、田んぼの方から視線を感じ、Ｕターン
してその場所に行くと麦わら帽子をかぶっ
た愛くるしい顔が。気付いたら夢中で撮
影していました。今年も農家の方とかかし
さんのおかげでおいしいお米ができました。
感謝の思いを込めて「いただきます」（み）

かかし（国分）
９月８日　午後３時７分

【撮影データ】

デジタルカメラ　レンズ28 ～ 300㎜
F3.5－5.6　1/250　 F6.3　 ISO200

今月の表紙

市の情報をタイムリーに
お知らせします。

霧島市公式ツイッター

市ホームページまたは携帯
サイトをご覧いただけます。
ご利用の携帯電話や読み取
りアプリによって表示され
る内容が異なります。
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